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１．事業概要

　別府現代芸術フェスティバル「混浴温泉世界」実行委員会（以下、実行委員会）は、文化芸術の創造性に
よる旧来型大型温泉地・別府市の新たな魅力創出と、地域特有の資源の再発見による活性化と人材育成事業
を通じて、「観光地型・文化芸術創造都市」としての新しい別府を世界に発信していくことを目的に、 平成
24年度「文化芸術創造都市モデル事業」を実施した。

今年度は、「観光地型・文化芸術創造都市」を推進し、全国のモデルとなる事業に育てていくために、下記
3点を重点課題として取り組んだ。

●政策提言　：　別府市だけではなく、大分県全体に文化芸術創造都市の考え方を広げ、大分県の政策の柱
として文化を位置づけることで、大分県全体としての創造都市実現を目指すため、大分県知事、行政職員、
経済界と共に創造都市先進地への視察を行い、現地関係者と密な交流を図る。

●人材育成　：　中核都市となる別府市の他にも、県内他地域での文化芸術による地域再生事業の芽や人材
を育て、具体的な事業の実施を促す。

●連携モデル構築　：　大分県観光の中心地、別府市を着地型都市として県内他地域との広域な連携を促進
させるために、冊子を発行し各地域での文化芸術による地域再生の取り組みを掲載、広く紹介するととも
に、これまでの実績と成果を報告し、県内他地域関係者や全国に向け発信する。

２．実施事業について
　
　本年度、実行委員会は当初５つの事業を予定していたが、最終的に創造都市モデル事業記録集発行を行わ
ず、それ以外の４つの事業の実施となった。創造都市モデル事業集発行ができなかった理由は、他の事業に
人的コストがかかったことと、また当初の想定よりも収入額が集まらなかったことである。今年度は当事業
内での制作は断念したが、来年度に別予算を立てて制作をしていきたいと考えている。
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ベップユケムリ大学事業

　実施期間：2012年4月1日̶2013年3月31日

事業概要

ベップユケムリ大学理念
「別府を大切に思う仲間を増やし、共に、魅力ある地域づくりを行う」

ベップユケムリ大学は「観光地型・文化芸術創造都市」を推進していく人材の育成を目的に、多様な団体が
連携し、講座を開講する事業である。 講座は、主に中心市街地のplatformで開かれ、日常的にまちの中で
文化芸術・地域資源・コミュニティビジネス・福祉・女性の社会進出など学ぶ機会を創出している。参加団
体は、NPO法人 別府八湯トラスト、APUさくらまちラボ、NPO法人 BEPPU PROJECT、NPO法人 ハット
ウ・オンパク、NPO法人 べっぷ未来塾、NPO法人 自立支援センターおおいたに加え、今年度より、社団法
人 別府市観光協会も参加し、計7団体となった。今年度は下記の期間で全58講座を実施した。

【開催日】　2012年4月1日～2013年3月31日 全58講座
【開催場所】　platform01、platform02、platform03、platform05、サロン岸ほか
【対象参加者】学生、地域住民など創造都市の現場で活躍する人材
【参加者数】　 1230名

参加団体紹介

アート学部
NPO法人 BEPPU PROJECTが運営。主に文化芸術に関する講座を展開。座学やワークショップを通じて、
アートの歴史や楽しみ方について学び、体験する講座を行う。今年度は特に、別府現代芸術フェスティバル
「混浴温泉世界」を軸に、創造都市や芸術祭について講座を行った。（http://www.beppuproject.com）
実施講座：「アートの時間」／「WEEKEND WORKSHOP」／「SELECT BEPPU WORK SHOP」など

別府八湯お宝学部
NPO法人 別府八湯トラストが運営。別府の現有文化遺産や資源について、今年度は人材にフォーカスして
学び、地域資源再発見の促進につなげる講座を開講した。（http://homepage3.nifty.com/hatto-kk/trust）
実施講座：「お宝な人登場シリーズ」

地域探検学部
NPO法人 ハットウ・オンパクが運営。地域の文化資源の活用方法を考え、コミュニティビジネスの立ち上
げなど新しい産業創出につなげる講座を行った。(http://www.onpaku.jp）
実施講座：「オンパクMBA取得講座」

教養部
立命館アジア太平洋大学が運営。専門家を招聘し、本の書評と参加者のディスカッションを通して質の高い
学習の場を提供する予定であったが、今年度は講座開講がかなわなかった。

ユニバーサルデザイン学部
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NPO法人 自立支援センターおおいたが運営。障害を持つ方々の視点から商品開発の必要性や社会にあるバ
リアを体験するワークショップなどを行った。（http://www.jp999.com/333）
実施講座：「車椅子で行こう♪Ｂ級グルメ！」「みんなで温泉に行こう！」など

女子学部
NPO法人 べっぷ未来塾が運営。女性の視点から様々な活動を別府市内で行っており、女性ならではの講座
を開講した。
実施講座：「フィジオロジー講座」／「ベップユケムリ大学 omachi de omatsuri 文化発表会」 

ボランティアガイド養成学部
社団法人 別府市観光協会が運営。ボランティアガイドの養成、レベルアップを目的とし、必要な知識を学
ぶための講座を開催した。
実施講座：「別府八湯語り部の会」

事業内容

［BP］：NPO法人 BEPPU PROJECT／[教養]：APUさくらまちラボ／[女子]：NPO法人 べっぷ未来塾／ 
[トラスト]：NPO法人 八湯トラスト／[オンパク]：NPO法人 ハットウ・オンパク／[ユニ]：NPO法人自立支
援センターおおいた／[ボラ]：社団法人 別府市観光協会

実施日時 運営者／テーマ 参加者 内容

2012/04/18 (水) 

19:00 - 20:00 

[BP] メタルの生み出すイノベーショ

ン

35名 都市再生、経済的継続性、環境問題

などに関するプロジェクトを実施す

るイギリスの団体Metalのディレク

ターによるトーク。

2012/05/11 (金) 

18:00 - 19:30

[BP]アートの時間：別府で芸術祭を

おこなうこと　－新しい何かがはじ

まる予感―

25名 「混浴温泉世界2012」総合ディレク

ター山出淳也氏を講師に迎え、芸術

祭の背景について学ぶ。

2012/05/12 (土) 

13:00 - 15:00

[BP]SELECT BEPPU WS 4名 不要なはぎれをつかってコサージュ

を制作するワークショップ。

2012/05/13 (日) 

13:00 - 16:00

[BP]WEEKEND WORKSHOP 5名 池田ひとみ氏を講師に迎え、編み物

の作品を作り、まちなかに配置して

表現するワークショップ。

2012/05/19 (土) 

10:30 - 12:30

[女子]フィジオロジー講座 15名 むくみ解消ケア講座と、女子力アッ

プ講座。

2012/05/27 (日) 

17:00 - 19:00

[BP]アートの時間：WALL ART 

FESTIVAL 別府報告会

12名 インドの小学校で実施された

「WALL ART FESTIVAL 2012」と

いう芸術祭の報告会。

2012/06/01 (金) 

19:00 - 21:00

[オンパク]MBA取得講座 12名 まちづくりの経営力をつけるための

連続講座。
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実施日時 運営者／テーマ 参加者 内容

2012/06/08 (金) 

18:00 - 19:30

[BP]アートの時間：大分でアートを

やる

37名 裏正亘氏を講師に、大分でのアート

活動に関するトークを行った。

2012/06/09 (土) 

13:00 - 15:00

[BP]SELECT BEPPU WS 6名 「風流うちわ」の制作ワークショッ

プ。

2012/06/10 (日) 

13:00 - 16:00

[BP]WEEKEND WORKSHOP 6名 渡辺美帆子氏を講師に迎えて、演劇

の手法を使い、街中を観察するワー

クショップ。

2012/06/15 (金) 

19:00 -20:30

[ボラ] 「別府八湯語り部の会」 20名 別府大学の段上達雄氏を講師に向か

え別府の竹細工について学ぶ。

2012/06/20 (水) 

19:00 - 20:30 

[BP] アートの時間:「RAINBOW 

JAPAN2012　報告会＆激励会」

18名 遠藤一郎氏をゲストに向かえ、進行

中のプロジェクト「RAINBOW 

JAPAN」に関する報告会を行った。

2012/06/21 (木) 

19:00 - 21:00

[オンパク]MBA取得講座 10名 まちづくりの経営力をつけるための

連続講座。

2012/06/22 (水) 

19:00 - 20:30 

[トラスト] 別府八湯お宝学部 27名 中村珈琲店 店主 中村光氏をゲスト

に向かえ別府の雑学について学ぶ。

2012/06/24 (日) 

14:00 - 15:30

[BP] アートの時間:「混浴温泉世界

アーティストトーク小沢剛」

35名 「混浴温泉世界2012」のアーティス

ト小沢剛氏をゲストに迎えたトー

ク。

2012/07/06 (金) 

19:00 - 21:00

[オンパク]MBA取得講座 6名 まちづくりの経営力をつけるための

連続講座。

2012/07/07(土)

13:00 - 16:30

[ユニ]まちなか散策「Ｂ級グルメを

堪能しよう！」

25名 参加者が車イスに乗り違った目線で

街を散策し、Ｂ級グルメを堪能する

2012/07/11(水)

18:00 - 19:30

[BP] アートの時間:「混浴温泉世界

アーティストトーク廣瀬智央」

14名 「混浴温泉世界2012」のアーティス

ト廣瀬智央氏をゲストに迎えたトー

ク。

2012/07/13 (金) 

19:00 - 21:00

[オンパク]MBA取得講座 6名 まちづくりの経営力をつけるための

連続講座。

2012/07/13 (金) 

18:00 - 19:30

[BP]アートの時間：コンテンポラ

リーダンスはおもしろい！

15名 「混浴温泉世界2012」キュレーター

佐東範一氏を講師に迎え、ダンスの

プロジェクトについて学ぶ。

2012/07/14 (土) 

13:00 - 15:00

[BP]SELECT BEPPU WS 3名 背守りでわっぺんを制作するワーク

ショップ。
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実施日時 運営者／テーマ 参加者 内容

2012/07/15 (日) 

13:00 -15:30

[BP]WEEKEND WORKSHOP 11名 眞島竜男氏を講師に迎えて、現代美

術の手法を体験して学ぶワーク

ショップ。

2012/07/17 (火) 

19:00 -20:30

[ボラ] 「絵はがきの別府」 70名 松田法子氏を講師に向かえた著書

「絵はがきの別府」についてのトー

クイベント

2012/07/20 (金) 

19:00 -20:30

[ボラ] 「別府八湯語り部の会」 40名 温泉Gメン斉藤雅樹氏を講師に向か

え別府の温泉について学ぶ。

2012/07/21 (日) 

13:00 -15:00

[BP]WEEKEND WORKSHOP特別

編なつやすみキッズワークショップ

22名 能楽師の山本章弘氏を講師に迎え、

子どもを対象にした能のワーク

ショップを行った。

2012/07/28 (土)

18:00 -19:30

[BP] アートの時間:イギリスから

やってきた！子どもによる子どもの

ためのアート報告会

24名 イギリスで子どものためのアートプ

ロジェクトを行うヘレン・ワード氏

による活動報告。

2012/07/28 (土) 

10:30 - 12:00

[女子]スペシャルミーティング 10名 おもてなしとデザインについて学

ぶ。

2012/08/06 (土) 

18:30 - 20:00

[BP] アートの時間：岡田利規

×pigironトーク

32名 劇作家岡田利規氏と、アメリカのカ

ンパニーpigironによる別府での演劇

共同製作についてのトークイベント

2012/08/07 (金) 

19:00 - 21:00

[オンパク]MBA取得講座 6名 まちづくりの経営力をつけるための

連続講座。

2012/08/11 (土) 

13:00 - 15:00

[BP]SELECT BEPPU WS 1名 イラストレーターkana氏を講師に向

かえ、キャラクターの刺繍チャーム

を制作するワークショップ。

2012/08/17 (金) 

18:00 - 19:30

[BP]アートの時間：いま、ここでこ

そ生まれうるもっともおもしろい芸

術祭を模索する

26名 「混浴温泉世界2012」キュレーター

住友文彦氏を講師に迎え、アートの

プロジェクトについて学ぶ。

2012/08/17 (金) 

19:00 -20:30

[ボラ] 「別府八湯語り部の会」 30名 河村建一氏を講師に向かえ別府の温

泉とまちづくりについて学ぶ。

2012/08/19(日) 

13:00 -16:00

[BP]WEEKEND WORKSHOP 5名 芝辻ペラン詩子氏を講師に迎えて、

コマ撮りアニメをつくるワーク

ショップ。

2012/08/24 (金) 

19:00 - 20:30 

[トラスト] 別府八湯お宝学部 10名 帯刀和男氏をゲストに向かえ国東の

六郷満山三十三カ所霊場巡りについ

てのトークを行った。
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実施日時 運営者／テーマ 参加者 内容

2012/09/07(金) 

18:00 - 19:30

[BP]アートの時間：「混浴温泉世界

2012」を200%楽しむ方法

29名 「混浴温泉世界2012」総合ディレク

ター芹沢高志氏を講師に迎え、芸術

祭の楽しみに方について学ぶ。

2012/09/08 (土) 

13:00 - 15:00

[BP]無印良品×SELECT BEPPU WS 26名 無印良品とのコラボレーション企

画。オリジナルのあんどんを制作す

るワークショップ。

2012/09/09(日) 

13:00 -16:00

[BP]WEEKEND WORKSHOP 5名 勝正光氏を講師に迎えて、デッサン

をしながらまち歩きをするワーク

ショップ。

2012/09/20 (木) 

19:00 - 21:00

[オンパク]MBA取得講座 6名 まちづくりの経営力をつけるための

連続講座。

2012/09/21 (金) 

19:00 -20:30

[ボラ] 「別府八湯語り部の会」 20名 大山琢央氏を講師に向かえ鳥瞰図に

描かれた別府の地図について学ぶ。

2012/09/22(土)

13:00 - 16:00

[ユニ]バリアフリー探検 17名 バリアフリー探検(車椅子体験・視覚

障害者体験)を通して、呑み屋さんを

巡った。

2012/10/09(火) 

19:00 - 20:30

[BP]混浴温泉世界ゼミ 10名 カナダで活躍するキュレーター原万

希子氏をゲストに向かえたトーク。

2012/10/16(火) 

19:00 - 20:30

[BP]混浴温泉世界ゼミ 32名 写真家の石川直樹氏をゲストに向か

えたトーク。

2012/10/19(金) 

19:00 -20:30

[ボラ] 「別府八湯語り部の会」 30名 山出淳也氏を講師に向かえた「混浴

温泉世界」に関するトーク。

2012/10/23(火) 

19:00 - 20:30

[BP]混浴温泉世界ゼミ 11名 「混浴温泉世界」のダンスプロジェ

クトに関するトーク。

2012/10/26 (金) 

19:00 - 20:30 

[トラスト] 別府八湯お宝学部 15名 白土康代氏をゲストに向かえ地域の

共有財産としてのプランゲ文庫につ

いて学ぶ。

2012/10/30(火) 

19:00 - 20:30

[BP]混浴温泉世界ゼミ 25名 「混浴温泉世界」のディレクターと

参加者の意見交換会。

2012/11/06(火) 

19:00 - 20:30

[BP]混浴温泉世界ゼミ 50名 都築響一氏をゲストに向かえた別府

の観察学に関するトーク。

2012/11/10 (水) 

11:00 - 16:00 

[女子]ベップユケムリ大学 omachi 

de omatsuri 文化発表会

100名 ベップユケムリ大学に関連する団

体・個人の有志が参加し、それぞれ

の活動発表や商品販売を行うイベン

トを開催。
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実施日時 運営者／テーマ 参加者 内容

2012/11/13(火) 

19:00 - 20:30

[BP]混浴温泉世界ゼミ 25名 国東半島アートプロジェクトに関す

るトーク。

2012/11/16(金) 

19:00 -20:30

[ボラ] 「別府八湯語り部の会」 30名 渡辺文雄氏を講師に向かえて別府の

温泉と仏像について学ぶ。

2012/11/17(土) 

13:00 -16:00

[ユニ]みんなで温泉に入ろう！ 15名 参加者で協力して温泉に入り、理想

のユニバーサルデザインの温泉につ

いて語る。

2012/11/20(火) 

19:00 - 20:30

[BP]混浴温泉世界ゼミ 26名 美術評論家の福住廉氏による「混浴

温泉世界」の作品に関するトーク。

2012/11/27(火) 

19:00 - 20:30

[BP]混浴温泉世界ゼミ 24名 ジュディット・ ステインズ氏をゲス

トに迎えた海外レジデンスに関する

トーク。

2012/12/14(金) 

18:00 - 19:30

[BP]アートの時間：別府の芸術祭で

おきたこと

38名 「混浴温泉世界2012」総合プロ

デューサー山出淳也氏を講師に迎え

て、芸術祭をふりかえるトーク。

2012/12/21(金) 

19:00 -20:30

[ボラ] 「別府八湯語り部の会」 30名 別府八湯ウォーク、まちあるきにつ

いてアンケート調査結果をふまえて

学ぶ。

2013/01/13(日)

11:00 -15:00

[BP]WEEKEND WORKSHOP 28名 安部寿紗氏を講師に迎えて、オリジ

ナルのお米文字を書き初めするワー

クショップ。

2013/02/26 (金) 

19:00 - 20:30 

[トラスト] 別府八湯お宝学部 15名 藤田洋三氏をゲストに向かえ浜脇地

区の魅力について学ぶ。
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事業の様子（一部）

2012年度の評価と課題

2012年度の講座回数は、全58回、参加者数は1230名となった。目標としていた講座回数(月8回、年間90回
程度)よりも少ない開催となってしまったが、参加者数は目標値を達成することができた。
講座の開催頻度は、学部によってばらつきがでており、アート学部の開催が多くなっている。これは参加団
体の運営体制や規模が様々であるため体が集まっているためであり、ベップユケムリ大学の特性上致し方な
い点ともいえる。ベップユケムリ大学は、別府市民の学ぶ意欲を高め、創造都市を推進していく人材を育て
ることを目的にしており、 様々な専門性をもった団体が連携しながら講座を開いていくという点が重要で
ある。講座開催数を増やし、市民に学びの機会を数多く提供したいという思いは各団体の創意であるが、講



座開催目標数にこだわりすぎることで団体に負荷をかけ、運営が難しくなってしまうことのないようにした
い。運営基盤が弱い団体であっても、少ない回数でも良質な講座を提供し、集客面・運営面で団体間でサ
ポートしあえるような関係性を育てていきたい。
今年度より参加した別府市観光協会によるボランティアガイド養成学部が、計8回の講座を開講し、265名
の参加者をあつめたことは、大変評価したい。多様な団体が魅力的な講座を開いていけるよう、今後も参加
団体を増やしていきたい。
集客に関しても学部によってばらつきがあることは、昨年度からの課題である。今年度はフェイスブックに
よる情報共有の強化に力を入れたが、web環境にない世代へのアプローチは弱いと感じる。
各学部の間での広報協力はもちろんのこと、講座をとりまとめた広報物や、メディアへの告知など、web以
外の広報も強化したい。
また、google社と連携した講座の配信を予定していたが、google社の都合により中止となった。今回は断念
してしまったが、今後市外・県外とも積極的に関わりながら講座の内容を深めていきたい。

来年度に向けて

　昨年度からの課題ではあるが、参加団体の連携の強化をはかりたい。全団体が参加しての事務局会議はな
かなか難しい面もあるが、定期的な会議は引き続き、開いていきたい。各学部の間で広報協力に加え、今年
度は共同講座開催も検討したいと考える。集客面、内容面どちらも、団体同士のコミュニケーションが活発
になることで解決できることが多いため、事務局機能の強化が重要である。 NPOや大学、行政機関など
様々な団体が運営しているため、足並みをそろえずらいなど難しい点はあるが、効果と労力をシビアに捉え
て、現実的に持続可能な運営方法を探っていく。 共同運営であることの利点を再確認し合い、この魅力的
なプラットフォームを活かしていきたい。
中心市街地を学びの場として、創造的な都市づくりの基盤をまちなかから作っていくためにも、必ずこの事
業を継続し、発展させていきたいと考えている。
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欧州創造都市視察事業
～欧州創造都市 スペイン バルセロナ視察報告を中心に～　

　滞在期間：2012年4月23日(月)̶4月25日(水)

滞在先：Barcelona, Spain

事業概要と目的

　現在、大分県は平成27年度の完成を目指し大分市内に大分県立美術館の建設を進めている。また県内他地
域における文化芸術による地域活性についての議論も始まりつつあり、大分経済同友会を中心とした経済界
も文化芸術を中心に据えた創造都市への関心を深めている。海外機関との連携事業を促進させながら、欧州
の先進的な各都市へ大分県知事、行政職員、経済界と共に視察を行うことで、現地関係者と密な交流を図
り、大分県独自の創造都市の在り方について学び、文化を政策の柱として位置づけることを目的とする。視
察報告として、 本事業実施者・別府現代芸術フェスティバル「混浴温泉世界」実行委員会の一員である、大
分経済同友会がまとめた「欧州アート・交通まちづくり視察報告書～創造都市に大分の未来を見る～」を別
途報告書資料として添付した。視察過程において、4月23日～25日の3日間、大分経済同友会視察団はバス
クの食文化の視察のためサンセバスチャンに移動し、NPO法人BEPPU PROJECT職員2名はバルセロナの創
造都市を視察するので別行動となったため本報告書では、バルセロナの視察を中心に報告する。

滞在日程と内容

4/20 日本出国。

4/21 ビルバオ到着。世界遺産ビスカヤ橋を見学、LRTを利用し旧市街を視察。磯崎ゲート、スビスリ橋
などを見学15世紀からの石造りの建物など現代文化が融合している街並みは趣があり人々でにぎ
わっていた。

4/22 ビルバオ・グッゲンハイム美術館を訪問。同館の美術館学芸員マリア・ペレス氏より同館設立の経
緯、運営、地域コミュニティとの関わり方など美術館の活動とそのノウハウをヒアリングし、意見
交換を行った。

4/23 大分経済同友会視察団とは、ビルバオで一旦分かれ、バルセロナへ移動。到着後、バルセロナ市
内を視察。

4/24 22日のビルバオ・グッゲンハイム美術館の通訳・現地ガイドとしてお世話になった坂本知子氏（バ
ルセロナで建築を学び、建築関係の雑誌編集などを手がける）の協力をえて、バルセロナ創造都
市を視察。ガウディの建築で有名なサグラダファミリアから＠22エリアの再開発地区を視察。バ
ルセロナの新古の都市計画、まちづくりを建築的視点から視察。
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4/25 旧市街を中心に、Caixa Forum、バルセロナ現代美術館(MACBA)、CCCA、映画センターを視
察。MACBAアーカイブセンター館長にヒアリングを行った。

4/26 ナントへ移動し、大分経済同友会視察団と合流。ブルターニュ大公城や旧市街地、ジュール・ヴェ
ルヌ博物館を見学。LRTに乗って移動するなど交通の視点から町を見学。同日夜に、広瀬大分県知
事ご夫妻が合流。

4/27 前日の夜に合流した広瀬大分県知事と共にナント市役所を訪問。ナント市助役（国際交流担
当）：カリーヌ・ダニエル（Karine Daniel）氏、文化顧問：ジャン・ルイ・ボナン（Jean-Luise 
Bonnin）氏と面会、交流。ビスケット工場跡地をリノベーションしアートセンターとして活用し
ているLieu Unique、ユニークな建築が多く建設され、創造産業が集積している再開発地区クリエ
イション地区、巨大な操り人形や機械じかけの巨大な象などを制作、実演するLes Machinee de 
L’lleを見学。

4/28 Centre Pompidou Metzを視察。同館の設計者で大分県立美術館の設計者でもある建築家：坂茂
氏と面会。同館の特徴、完成までのプロセスなどを伺い、意見交換を行った。パリに移動。

4/29 パリ市内にて自主研修。Palais de Tokyoなどを見学。

4/30 フライト出発まで、パリ市内にて自主研修

5/1 帰国

バルセロナ視察報告

4月24日

　バルセロナで建築を学び、建築雑誌やカタログの編集などをされている坂本知子氏に建築的視点からバル
セロナの街をガイドいただき、各所を見学。建築物だけでなく、公共交通機関についても調査を行った。ガ
ウディの建築で有名なサグラダファミリア大聖堂が建つエリアから、再開発が進む@22エリアを見学し、創
造都市バルセロナの新旧の都市計画を視察することができた。スペイン経済の悪化に伴い、＠22エリアでは
建設途中のまま工事がストップしているところも多いと伺ったが、あちこちで工事をしているという印象を
受けた。
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上：サグラダファミリア大聖堂下：
サグラダファミリアから見える＠22
エリア

バルセロナのLRT。 申請から約1ヶ月後に発行されるサイクリング利用カード。バルセロナ市内に

設置している公共の自転車に乗ることができる。

バルセロナ水道局外観

@22エリアを代表する建築：ジャ
ン・ヌーベル（Jean Nouvel）建築
デザイン

バルセロナ水道局内観

＠22エリアでは、大きな道路の真ん
中に歩道、ベンチを設置し公園のよ
うな空間を作っている
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【＠22エリア視察の様子】

フォーラム・ビル(2004)　ヘル
ツォーク＆ド・ムーロン
（Herzog&des Meuron）建築
設計。

@22エリアでは、新規の建物が
とても多かったが、中には古い
建物をリノベーションして活用す
るものもみられた。

Media TIC

エンリック・ルイス・ヘリ
（Enric Ruiz Gele)　建築設計

＠22エリアの街並

フォーラム・ビルの目の前にあ
るネットのようなユニークなデ
ザインの建築

地元のラジオ局の建物 大型太陽光発電パネル。三柱の
柱のみで建っており建築的にも
美しい。

15



4月25日

Caixa Forum（カイシャ・フォーラム）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 かつて繊維工場だったモデルニスモ風の建築をリノベーションしてつくられた美術館。入口部分は、磯崎
新の建築。開館時間は、月曜日から日曜日10:00～20:00、土曜日のみ夜22:00まで開館している。入場料無
料。各展覧会には必ずキッズルームが併設されており、子どもたちが展覧会の内容について理解を深める、
関心をもっと持ってもらえるような仕組み（図工室など）が工夫されている。展示室に加えワークショップ
ルームも設置されており、図工やダンスなどが実施されている。また、同館に併設されているレストラン／
カフェは、セルフ式のカフェと食事をとれるレストランの機能が融合しており利用者の目的にあった使用が
できる。大変美味しいと評判で、ランチタイムから予約席などで満席となっていた。ベビーカーで子どもと
一緒に来ている来場者、打合せを行うスーツ姿の来場者、ベンチで休憩する方など展覧会を見るだけに訪れ
る場所ではなく、様々な目的で使用されているのが印象的だった。

外観模型 ワークショップルーム レストラン／カフェ

【キッズルームの様子】

　　上段2枚の写真は、展示室のキッズルーム。ここには3つの大型タッチパネルが設置され、展覧会の作品
について、「これは何？」「このパーツはどこに当てはまる？」などのクイズが出題され、それに答えて作
品をより詳しく知ってもらうというもの。バルセロナでは、子どもは学校でスペイン語とカタルーニャ語を
学ぶため タッチパネルは両言語対応となっている。
　下段２枚の写真のスペースでは様々な動物の絵が透明のプラスチックに描かれた素材が置いてあり、それ
らを丸いライトの上に置き、その上にトレーシングペーパーを置いて動物の好きな部分をなぞって紙に写す
ことができる。様々な動物を組み合わせて、写真右の絵画にあるような不思議な動物を作成することができ
る。このスペースには監視スタッフや美術館スタッフのような人はおらず、自由に子どもも大人も楽しめる
ような空間となっていた。
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バルセロナ現代美術館(通称：MACBA／マクバ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　バルセロナの旧市街に突如として現れる真っ白な外壁の美術館。旧市街とのコントラストが強烈な印象を
与える。建築デザインは、アメリカを代表する建築家の１人、リチャード・マイヤー（Richard Meier）氏
が手がけ、1995年開館。休館日は、毎週火曜日、12／25、1／1。開館時間は月・水～金曜日が11:00～
19:30、土曜日は10:00～20:00、日・祝日は10:00～15:00と独自の開館時間の設定がなされている。料金
は一般 7.5€、学生 6€。
　同館の正面には広場があり、スケーターのメッカとなっており、若者が一日中スケートを行っている。す
ぐ隣りには、後述するバルセロナ現代文化センター（通用：CCCB）や大学の哲学科の棟などが隣接してい
る。

MACBA外観 館内からみた広場の様子

館内。窓の外ではスケートボード
の音がかすかに聞こえる。展覧会
の鑑賞の妨げにはならない。

入館者は入館証としてシールを受
取り見えるところに貼る。日々、
シールの色が変わる。

2階からの館内の様子。写真
右側に美術館の正面・広場が
あり、左側に展示室がある。

旧市街地から見えるMACBA
の外観。歴史的な空気感の中
に現代的な美術館が目を引く
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MACBAの建物の向かいにMACBAアーカイブセンターがあり、同
センター館長の マルタ・ベガ（Marta Vega／写真右、左は通訳・
現地ガイドの坂本知子氏）にヒアリングを行った。スペインの経済
状況の悪化に伴い、ヒアリング実施日の約1週間前には職員10％が
人員削減のため解雇されるなど、訪問当時は、組織改革のただ中
であったが、組織編成は主に下記の通りとなる。

・アート（キュレーション／プログラム／テクニシャン）
・作品の保存
・アーカイブ
・広報（Web）
・出版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・教育
・総務

　MACBAの年間来場者数は、約50万人。コレクションは、館長と有識者で組織されたアドバイザー委員会
によって作成されたリストを、バルセロナ市、カタルーニャ市、MACBA財団で組織された財団に提出して
購入している。購入資金はMACBA財団より支払われるという仕組みになっている。
　同館がある旧市街ラバル地区は、アーティストが多く住む地域であり、多民族で構成される。多様な文化
的な背景を持つ人々が暮らす地域において美術館のアウトリーチ活動は重要な事業となっている。例えば以
前、サン・ジョルディの日に実施された「言葉の都市」というプロジェクト（招聘作家によるアイデアによ
るプロジェクト）では、「あなたの好きな言葉を教えてください」という質問を地元住民に尋ね、その言葉
を街のあちこちの窓に展示するというものであった。異なる言語で表示されることによって、ラバル地区の
多民族性が浮き彫りになり、同地区のコミュニティについて、また同地区に住む人々がお互いの存在に気づ
き考えることができ、MACBAを中心に地域に波及して行くようなプロジェクトとなった。
　アウトリーチプログラムの一つとして美術館が外に出ていき学校と協働しながら実施するワークショップ
を行っている。アートを学ぶための資料と素材がセットになった教育キットを開発している。教育キットは
スーツケースに入っており、それらを教育普及担当者が学校に持参し、その場でワークショップを実施し、
アートに関心を持ってもらい美術館に来てもらうというもの。
　地元コミュニティに対するプロジェクトを実施し、アウトリーチ活動も積極的に行っているMACBAだが
課題点も多い。来場者の半数以上を観光客が占め、彼らの多くは同館の建築（外観）だけを見て帰って行
く。地元住民の来場は25万人以下。このような運営面の課題に対して、MACBAでは、家族向け、観光客向
けなどターゲットのタイプ別に対応したプログラムを実施している。例えば、これまでは社会的弱者（障が
い者、高齢者）向けの特別なプログラムはなかったことが課題としてあった。そこで、精神障害の患者向け
のアートセラピーを実施した。これは、精神障害の患者とセラピストが一緒に作品を見て、関心を持った作
品について、対話的な鑑賞を行っていくというもの。その他にも、現代アート以外の展覧会の実施、音楽
フェスティバルや子ども向けのイベントなどを開催。そして、CCCBや近隣大学と連携して協働のイベント
を実施し、ターゲットを絞って美術館運営を行う「ミクロ・パブリック」という運営を行っていることが分
かった。

　MACBAアーカイブセンターは、2007年に開館した。ここでは、アート作品、作品に関する文書（資
料）、本（アーティスト・ブック）の3種のアーカイブを行っている。近年これら3つの領域が曖昧になって
きており、アーカイブが非常に難しくなってきている。アーカイブは、アーティストからの寄贈のほか、所
有権はコレクターにあるが、使用権をMACBAが持っているという保管方法などがある。現在、積極的にす
すめているのが、展示・イベントのアーカイブであり、これまでMACBAで実施したイベント、展示につい
ては、その担当者が情報を個別に管理し保管していたため、現在それらを全て収集する作業をすすめている
が、膨大な数の情報を整理しなければならない状況だという。EU諸国では、現在、美術館の展示の記録方
法という課題について、各国が集まり勉強を進めていると伺った。これは、日本国内の美術館のアーカイブ
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機能を考える上でも参考になると考える。大分県立美術館の運営を考えていう上で、美術館のアーカイブ機
能についても具体的な方針を作成しておくべきと、MACBAの実状から学ぶことが多かった。

【バックヤード、ライブラリーの様子】

バルセロナ現代文化センター（通称：CCCB）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　MACBAの敷地内に隣接するバルセロナ現代美術文化センター（通称：CCCB）。同センターに併設され
ているテラスやバーがイベントスペースとして使用されることも多く、映画、コンサート、フェスティバル
などが頻繁に行われている。MACBAの建築とは対照的に、現代的な建築とクラッシックな建築をミックス
した外観が特徴。現代的な建築物の方は、旧市街地が窓ガラスに映り込むように設計されており、住民から
の評価が高いと言われている。ただし、残念ながら今回の視察では、外観のみの見学しかできなかった。

アーカイブ書籍コーナー
日本の書籍もある。

写真家：荒木経惟の写真集 作家ごとのアーカイブ

ポスターの保管方法を見学 研究者などが使用できる特別
なライブラリー

一般にも開放しているライブラリーススペース
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【外観など建物の様子】

FilmoTeca  フィルムセンター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

旧市街地ラバル地区に開館したフィルムセンター。同地区散策中に外観と内観を少し見学した。
地域住民に気軽に立ち寄ってほしいという想いから、建物の床の塗装が中と外が繋がっているデザインが特
徴。

赤丸の部分がCCCBの建物。中に
広場があり現代的な建物がある。

中に入ると広場があり四方のうち三
面を古く建築物が建っており、一面
のみ現代的な建築が建っているる。

右の現代的な建築と左の歴史的な
建築物

左：CCCBへの入口。地下にスロー
プ伸び、建物の中に入っていく。
上：CCCBの隣りにある大学校舎

外観。センターの周囲は旧市
街地の建物。住民の生活空間
の中に建てられている。

内観。チケットセンターと
ショップ

建物の床と外の広場の床がつ
ながっている構造。
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今後について

　今回の視察ではNPO法人BEPPU PROJECTが以前から交流のあるナント市のジャン＝ルイ・ボナン氏や
同市でアーティスト活動をおこなっているアーティスト：ベアトリス・ダッシャー（Beatrice Dacher）
氏、ミシェル・ギャルソン（Michel Gerson）氏、ローラン・モリソー（Laurent Moriceau）氏とも再
会。彼らもボナン氏と一緒に現地ガイドを行ってくれるなど、これまで築いてきた海外との関係性に支えら
れた視察となった。また今回、広瀬大分県知事、大分経済同友会と共に具体的な欧州文化創造都市の都市政
策を視察することで、各都市の主要な関係者と新たな交流を生むことができた。バルセロナではNPO法人
BEPPU PROJECT職員2名で視察を行い、美術館やアートセンターのコミュニティとの在り方など美術館関
係者からヒアリングできたことは大きな収穫となった。今後は、欧州の創造都市にとどまらずアジアの先駆
的な創造都市も含めて創造都市について学びを深めて行き、大分県立美術館をハブとした県内各地域との広
域連携のネットワークづくりを進め、新たな広域連携による都市モデルの構築を実現していきたいと考えて
いる。
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創造都市研究会事業

　滞在期間：2012年4月3日(火)、5月24日(木)

実施場所：大分県大分市

事業概要と目的

　国内外の創造都市の取り組みについて学び、大分県における創造都市の在り方について考えるため、三菱
UFJリサーチ＆コンサルティング芸術・文化政策センター 兼 経済・社会政策部主席研究員／センター長の
太下義之氏を講師として招聘し、フランスのナント、スペインのビルバオ、バルセロナの3都市を中心に、
欧州の文化創造都市について創造都市研究会「欧州視察事前勉強会」を実施した。また、平成27年に完成予
定の大分県立美術館をハブとした、文化を支柱とする県内全域の広域連携を目指すため、キュレーターの住
友文彦氏（現 アーツ前橋館長　2013年1月より）を招聘し、都市における美術館の役割について講演いた
だき、創造都市における美術館という機能の可能性とその役割について学んだ。

日程と内容

4月3日(火)

5月24日(木)

欧州視察事前勉強会「欧州の創造都市　ナント、ビルバオ、バルセロナ」

講師：太下義之(三菱UFJリサーチ＆コンサルティング芸術・文化政策センター 兼 経済・社会政策部
主席研究員／センター長)

　「創造都市」の概念から、大分経済同友会の欧州アート・交通まちづくり視察で訪れる予定のフラ

ンスのナント、スペインのビルバオ、バルセロナの都市政策、文化政策、創造産業について学びを深
める事前勉強会を実施。各都市の歴史的背景から経済、交通など具体的な数値と共に学ぶことがで

き視察のポイントなどを整理することができた。

参加人数：22名　　※ 講演の発表スライドを、別添している。

大分経済同友会5月例会　講演

講師：住友文彦（キュレーター／現 アーツ前橋館長 2013年1月より）
　キュレーターであり、群馬県前橋市内にある旧商業ビルを改修し建設された芸術文化施設「アーツ

前橋」（2013年10月開館予定）の設立に初期から関わってきた住友文彦氏を講師に迎え、都市にお

ける美術館の役割・機能について、アーツ前橋の設立のプロセスなどを具体例に講演いただいた。
アーツ前橋は、2007年から同市の美術館構想として始まったが、2012年2月の市長選の際に従来の

絵画の展示を中心とする美術館の在り方が議論され、従来の美術館としての機能だけでなく、市民の

ための文化芸術活動の拠点として再構想された経緯がある。そして、美術を中心に音楽やダンス、演

劇など多様なジャンルのアートを発信していく施設として生まれ変わった。また、「市民に開かれた
美術館」とはどういう美術館なのかという根源的な問いに対しても「10の問題提起＜首長の方々へ

＞」（財団法人地域創造著「これからの公立美術館のあり方についての調査・研究」より引用）を用

いて講演いただき、大分県立美術館の設立において参考となる事例を伺うことができた。
参加人数：85名
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研究会の様子

太下義之氏　講演の風景 住友文彦氏　講演の風景
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創造都市連携事業紹介誌発行事業

　発行日：2012年9月7日(日)

事業概要と目的

　「観光地型・文化芸術創造都市」を推進するために、2012年秋に別府市内で開催された国際芸術祭、別
府現代芸術フェスティバル2012「混浴温泉世界」（以下、混浴温泉世界2012）やベップ・アート・マンス 
2012の紹介と共に、同時期に大分県内の市町村で開催された文化芸術に関する催しを紹介する冊子を発行
した。様々な地域で文化芸術の取組が行われていることを伝えることで、大分県観光の目的のひとつとして
アート鑑賞を位置づけてもらいたいと考えている。また、別府は大分県内の中でホテルや旅館などの宿泊拠
点数が最も多い地域であり、周辺地域の情報を集約し発信していき、別府を経由してそれらの地域を訪れて
もらうことで、別府にとってもメリットが見込まれる。特に今年度は国際芸術祭が開催されたため、別府に
対する県外からの注目度も高く、親和性の高い事業であった。

　そして「大分県内の文化芸術を楽しむ」という視点から制作物の内容を再考察し、当初予定していた200
ページで有料の冊子ではなく、多くの人が情報に触れることができる情報媒体として活用してもらうため
に、媒体を無料とし、またページ数を減らしコンテンツを絞り、その分印刷数を50,000部と大幅に増加さ
せた。以上のことから、最終的な仕様は下記のとおりとなった。

仕様：A3、4C＋4C、１６ページ　70,000冊

料金：無料

配布箇所：全国のアート関係施設、大分県の県外広報イベントでの配布、混浴温泉世界2012インフォ
メーションセンター、別府市内ホテル（約20箇所）、市内飲食店、連携プログラム開催地位域周辺エリ
アなど

内容：ハブとなる別府での事業（混浴温泉世界2012とベップ・アート・マンス2012）を特集ページとす
る形で、合わせて近隣の取組も掲載し、期間限定のアートガイドマップを作成した。

実施効果と今後について

　冊子を無料配布に変更したことで、大分県とアートというこれまでは一部の人にしか馴染みのなかったつ
ながりを多くの人に伝えることができた。特に、2015年には新しい美術館が設立される前に、大分県内の
様々なところで、芸術文化を体験できるという認知を広めていくことは重要なことであると考える。

　紙面の内容については情報を精査する中で、文化芸術の情報に偏ったところがあり、もう少し地域情報を
盛り込んでほしかったという意見もあり、掲載情報のボリュームと内容については改善の余地があると思わ
れる。しかし、こうした文化芸術の切り口で地域を紹介していくことはこれまでとは違った観光のあり方を
提示することに繋がると思っており、今後も継続し発展させていけるか検討して行きたいと考えている。
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制作物データ

海、山、温泉など、豊かな自然に歴史的な風情。
見どころが多い大分県の各地で、
この秋多くのアートイベントが行われます。
「ARTR IP」では、その中からいくつかを
ピックアップしてご紹介。
いつもの旅とは、少し違った「アートな旅」をしてみませんか。

湯のまち別府ならではの
アートフェスティバル
「混浴温泉世界」は、別府市で３年に１度開催される市民主導

型の現代芸術フェスティバルです。湯けむり、混在する聖と俗、

移民文化。別府は魔術的な港町です。いたるところに不思議

な力が顔をのぞかせています。このような、別府の持つさま

ざまな個性にアーティストが出会うことで、ここでしか体験で

きない 8 つのアートプロジェクトが誕生します。

別府現代芸術フェスティバル2012「混浴温泉世界」特集

主催： 別府現代芸術フェスティバル「混浴温泉世界」実行委員会 
お問い合わせ： 別府現代芸術フェスティバル「混浴温泉世界」実行委員会 事務局〈 法人 内〉       

協賛

助成

弁護士法人 アゴラ　大分県立芸術文化短期大学　鬼塚電気工事株式会社　株式会社 城島高原オペレーションズ　九州労働金庫 大分県本部　株式会社 能作　ホテル アーサー　医療法人慈愛会 向井病院　有限会社 明石文昭堂　亀の井自動車学校・別府

詳細はwebサイトを
ご覧ください。 ΊᾆῺἠୠ⏲����

後援　　　  ベルギー王国大使館　スイス大使館　在福岡米国領事館　「日中国民交流友好年」認定行事　外務省（申請中）　別府市　大分市　大分県教育委員会　別府市教育委員会　ツーリズムおおいた　別府商工会議所　別府市観光協会　別府市旅館ホテル組合連合会　別府市中心市街地活性化協議会

　　　  大分県民芸術文化祭実行委員会　 大分県芸術文化振興会議　別府市商店街連合会　別府市料飲協同組合　大分合同新聞社　朝日新聞社　毎日新聞社　読売新聞西部本社　日本経済新聞社大分支局　西日本新聞社　共同通信社　今日新聞社　ＮＨＫ大分放送局   ＯＢＳ大分放送

　　　  ＴＯＳテレビ大分　ＯＡＢ大分朝日放送　エフエム大分　ＣＴＢメディア　シティ情報おおいた　ＣONKA

アン・ヴェロニカ・ヤンセンズ

クリスチャン・マークレー

小沢 剛

チウ・ジージェ  邱 志傑

廣瀬智央

東野祥子

シルパ・グプタ

金剛地 武志／タケヤアケミ／

大友良英／北村成美／黒田育世

東野祥子／吉田久美子／ The NOBEBO 他

参加アーティスト

料金

無料

大人 高校生 中学生以下 障がい者大学生・専門学校生

￥ ￥ ￥
前売

￥ ￥ ￥当日

●前売りチケット〈パスポート引換券〉 販売期間 8月20日（月）～10月5日（金）●前売りチケット〈パスポート引換券〉は、ローソンチケット、platform04 SELECT BEPPU、NPO法人
BEPPU PROJECTのホームページなどでも販売。 ●当日チケットは、パスポート型チケットとなります。各会場にて各参加アーティストがデザインしたスタンプを押印していただきます。●当日チケッ
ト（パスポート）は会期中有効（「混浴ゴールデンナイト！」含め1作品につき1回のみ鑑賞可能）　★ココダケ券（個別作品鑑賞券）= 500円（中学生以下・障がい者手帳所持者＋介護 1名：無料）
★「混浴ゴールデンナイト！」公演のみ２枚（1000円分）必要です。（中学生以下・障がい者手帳所持者＋介護 1名：1枚／未就学児：無料）●10月6日（土）は入場無料（但し「混浴ゴール
デンナイト！」での公演は有料）●当日チケット（パスポート）・ココダケ券の購入のみ金券「ＢＰ」を使用可能（「ＢＰ」販売期間：10月６日～ 12月２日）※BPについてはP9をご参照ください 

〈 〉 〈 〉 

別府現代芸術フェスティバル  「混浴温泉世界」

会場：大分県別府市内各所〈浜脇地区、中心市街地、鉄輪地区〉

年 月６日〈土〉 月 日〈日〉  

〈 〉

別 府 湾

JR別府駅

鉄輪エリア
かん なわ

中心市街地
エリア

JR亀川駅

JR別府大学駅

堀田温泉

柴石温泉

別府IC

明礬温泉

亀川温泉

観海寺温泉

浜脇エリア

総合インフォメーションセンター

別府市
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別府温泉発祥の地ともいわれ、昔ながらの風景や慣
習が今も息づく浜脇地区。その一角にある築 100 年
を超える長屋を、地元の建築家と共にアーティストが
作品空間として再生させるプロジェクトです。建物の
外観や、そこに蓄積されてきた記憶や息吹をそのまま
残しながら、見たり触れたり、五感で感じることがで
きる作品空間として再生します。作品と場との対話か
ら生まれる神秘的な空間をお楽しみください。このプ
ロジェクトは、長屋の所有者である個人の協力、資
金提供によって実現しており、会期後は滞在型の作
品として、貸し切りでゆっくりご鑑賞いただけるよう
公開される予定です。アーティストにとって刺激的な
作品制作の場を提供すると共に、地域に残る大切な
空間や記憶の残し方、再活用の在り方の一つのモデ
ルとなることを目指しています。

「混浴温泉世界 2012」は、美術、ダンスの８つの個性的なアートプロジェクトが同時に展開する
アートフェスティバルです。別府八湯になぞらい、８つの想像力の源泉が別府市内各所に生まれます。

別府で最初に生まれた地下街には、かつて 10 軒近
い料飲店が軒を連ねていました。約 50 年前にすべて
の店が撤退してから、現在は地下街の入り口までもが
固く扉を閉ざされています。その地下街を舞台に、グ
ローバリゼーションが進む現代社会における問題を見
つめ直すプロジェクトが展開されます。流れゆく時間
の中で、まるで置き去りにされてしまったかのような
この地下街には、過去を追憶させるものがたくさん残
されています。耳を澄ませば、かつての華やかだった
時代の残像とともに、ささやき声が今でも聞こえてき
そうです。個人の傷みや救われない思い、権威や通
念に縛られもがく一人ひとりの内面を露わにし、寄り
添いながら、自らを乗り越えようとするこのプロジェ
クトは、我々にどのような希望を与えるのでしょうか。

楠銀天街劇場
「楠銀天街」は、かつては多くの店が立ち並び、観光
客であふれる、別府で１番にぎやかな商店街でした。
現在は時代の流れと共に空き店舗が増え、空洞化が
進んでいます。「楠銀天街劇場」は、この商店街に、
再び人の流れやにぎわいを生みたいという想いから計
画されました。本プロジェクトでは、廃材を利用した
舞台美術や映像、照明などによって、商店街が不思
議な劇場空間に変わります。また、プロのダンサー
や市民による、ダンス製作や稽古も公開され、「楠銀
天街劇場」が日々変化していく様子やここで新たな
物語が生まれる過程をご覧いただけます。会期中に
製作されるダンス作品「Void the Fill」は、会期末
12 月 1日、2 日の両日にお披露目され、「混浴温泉
世界 2012」のフィナーレを飾ります。

混浴ゴールデンナイト!
2009 年、第一回目の「混浴温泉世界」の閉幕後す
ぐにその幕を閉じた大分県唯一のストリップ劇場「A
級別府劇場」。この空間をリニューアルし、前衛的な
文化発信拠点として再生させるプロジェクトです。建
築家集団「みかんぐみ」と地域のアート NPO が、こ
の数年間リニューアルに向けて準備を重ねてきまし
た。今回、この特徴的な空間は毎週末（金・土・日）
に開催されるジャンルミックスの解放区となります。
ダンスや演劇、DJ や音楽ライブから、今では見られ
なくなった日本の伝統的な金粉ショーや見世物小屋
的なパフォーマンスまで、多彩で、聖と俗が渾然一体
となった空間がかりそめに生まれます。平日（月・火・
水）はパフォーマンス公演はございませんが、館内を
ご鑑賞いただけます。

旧地下街〈ソルパセオ銀座商店街内〉
［中心市街地エリア］

場 所浜脇の長屋［浜脇エリア］場 所

- 〈最終入場 〉展示時間

- 〈最終入場 〉展示時間

楠銀天街［中心市街地エリア］
-

〈日〉 開演
上演時間約 分

〈土〉 開演

★出演者募集についてはP7をご覧ください

場 所

展示時間

公演日時

永久別府劇場［中心市街地エリア］

毎週 月～水
- 〈最終入場 〉

★公演時間はP7をご覧ください
毎週 金・土・日

場 所

展示日時

公演日

古い空き屋を神秘的な作品によって
再生させるプロジェクト

グローバリゼーションが進む現代社会の
問題を提起するプロジェクト

商店街全体を
劇場に変えるプロジェクト

元ストリップ劇場をリニューアルして行われる
ジャンルミックスの解放区型プロジェクト

８つのアートプロジェクト 芸術祭を
“もっと

”

楽しむた
めに！

『別府』『旅手帖 beppu』
「混浴温泉世界」のコンセプトブック「混浴温泉世界 2012 」公式ガイドブック

「混浴温泉世界 2012」総合ディレクター、芹沢高志によ
る書籍。芹沢の思想や見識に虚実を織り交ぜて綴り、本芸
術祭のコンセプトを示しながらも、魔術的で猥雑な町、別
府を舞台にした紀行文学としてもお楽しみいただけます。

「歩いて、みつけて 別府のいいとこ」をコンセプトに、
「いいとこ」探しの旅の提案に加え、「混浴温泉世界
2012」参加アーティスト情報等、アートの情報も盛
りだくさんでお届けします。

7万部 B5判 200 ページ 全国にて無料配布中！ 定価 1,200円（税込）9月下旬発行

1963年東京生まれ。ミラノを拠点に活動。多摩美術大学卒業。イタリア政府給費奨学生として渡伊。
ポーラ美術財団の研究助成でミラノに滞在。ミラノ・ブレラ美術アカデミー修了。文化庁在外研修
員としてニューヨークに滞在。日米財団のフェローとしてバーモント州のVSCに滞在。「パラディー
ゾ展、水戸芸術館、水戸」、「先立未来展、ペッチ現代美術館、プラト、イタリア」、「2001 展、広
島市現代美術館、広島」、「ネオ・ポップ展、シドニー現代美術館、シドニー、オーストラリア」、「クワッ
トロ・ディメンショーネ展、バンカ・アクロス財団、ミラノ、イタリア」など世界各地で展覧会多数。
インスタレーションや彫刻、絵画、写真などさまざまな媒体を使い、旅や移動をテーマに異なる民
族や文化間に潜む共通領域や差異、日常生活の小さな事象や豊かさを可視化する作品を発表する。
http://www.milleprato.com

1976年生まれ。インド・ムンバイ在住。コンテンポラリー・アートセンター（シンシナティー）、イヴォ
ン・ ランベール ・ギャラリー（パリ）、ギャラリー・ケモルド・プレスコット・ロード（ムンバイ）、ギャ
ラリー・アルノルフィーニ（ブリストル）、そしてアーネム近代美術館（アーネム）にて個展を催す。“Younger 
Than Jesus Triennale” （ニューミュージアム /ニューヨーク）、2009年リヨン・ビエンナーレ、 2008
年光州・ビエンナーレ、横浜トリエンナーレ、2006年リバプール・ビエンナーレにて、またモスクワ、
オークランド、ソウル、ハバナ、シドニー、そして上海での各ビエンナーレに参加する。作品は、テート・
モダン、サーペンタイン・ギャラリー（ロンドン）、ダイムラー・クライスラー・コンテンポラリー（ベルリ
ン）、サンフランシスコ近代美術館【サンフランシスコ】、森美術館（東京）、シカゴ文化センター（シカゴ）、
デヴィ・アート・ファンデーション（グルガオン）にて展示されてきた。

Dance Company BABY-Q 主宰・振付家・ダンサー。2000 年に「Dance Company BABY-Q」
を結成し、メンバーの個々のセンスや時代性を多角的に組み合わせた多くの作品を発表。近年は
数々の海外のダンス／音楽フェスティバルなどに招聘され高い評価を受けている。ソロダンサーとし
てミュージシャンやアーティストとのセッションも多数展開。スタジオ「BABY-Q Dance Lab」での、
ダンスワークショップなども行う。主な受賞歴に“トヨタコレオグラフィーアワード”“横浜ソロ×デュ
オ +”など。地域創造現代ダンス活性化支援事業アーティスト。

廣瀬智央

東野祥子

シルパ・グプタ

大友良英（音楽）／北村成美（ダンス）／黒田育世（ダンス）
金剛地 武志（エアギター）／タケヤアケミ（ダンス＆パフォーマンス）
TANISHQ（ベリーダンス）／東野祥子（ダンス）
吉田久美子（フラメンコ）／ The NOBEBO（金粉ショー）

あうんともこ（ダンス）／井田 亜彩実（ダンス）／内山 大（ダンス）／ウミ下着
（ダンス）／木皮 成（ダンス）／煌滅姫乙メンM☆H（キラキラダンスショー）／
吟子（ディスコティックショー）／CI部（コンタクトインプロヴィゼーション）／
人間ドッグ・バンド and  mu s i c i a n s（パフォーマンス）／別府♨レッグウォー
マーず（ダンス）／村本すみれ（パフォーマンス）／山下智博（官能の舞）／佑季
（茶舞のパフォーマンス）／渡辺美帆子事務所（パフォーマンス）／他

演出・音楽：カジワラトシオ  美術：長田道夫（OLEO／R type L）・山田卓生（Ｒ領域／R type L）
映像：斉藤洋平（ROKAPENIS）・NOTONE   照明：筆谷亮也   衣装：ぺーどろりーの   楽曲提供：豊田奈千甫

［アーティスト］

［アーティスト］

［アーティスト］

［アーティスト］

地域のシンボルとして親しまれているトキハデパート
は、大分県民にとって古くからあこがれの場所でし
た。このプロジェクトでは、別府市最大の売り場面
積を誇る「トキハ別府店」の１フロアを、霧や照明
を用いてドラマティックで演劇的な空間へと変容さ
せます。商品や物体で空間全体を埋めていくのでは
なく、物質的な要素を省き、光や霧などの非物質的
な要素で満たされた空間を体験することで、知覚に
働きかけるインスタレーションです。誰もが持つ身
体や五感で感じるこの作品がもたらす体験は、年齢
や性別、国籍や文化を越え、さまざまな人々の間で
共有することができます。人がどこまで知覚し得る
のかを探るこの作品を通じ、知覚というものがどう
いうものなのかを、深く自分の中に問いかけること
となるでしょう。

別府市民なら誰もが知る町のランドマーク「別府タワー」。
国内で３番目に古いこの観光塔を舞台に、近代について
再考するプロジェクトを行います。
旧約聖書「バベルの塔」※を下敷きに、タワーの広告ネ
オンサインが点灯する順番を変えることによって、さまざ
まな言語による単語が紡がれていきます。単語は、日本
語以外に別府市に住む外国人の母国語から抽出されま
す。自分にとって理解できない単語であっても、少なくと
も一人はそれを理解できる人がこの町に住んでいるので
す。複雑化する現代社会の中で、コミュニケーションの
重要性や他文化の共生による理想的な未来像を想うアー
ティストのメッセージが、夜間のみ町に優しく灯ります。

※旧約聖書の創世記にある伝説上の塔。ノアの大洪水ののち人類が
天に達するほどの高塔を建てようとしたのを神が怒り、単一言語であっ
たそれまでの言葉を混乱させて互いに通じないようにした。そのため
人々は各地に散ったという。

別府市のどこか、都市の隙間で行われるプロジェ
クト。いたる所から湧く温泉と立ちのぼる湯けむり
は、ここで暮らす人々にとって入浴だけでなく、住
居の暖や料理など、さまざまなかたちで活用されて
います。このような温泉の存在や、別府の生活に密
着する自然と人間との関係性から着想した本作は、
イメージと音を組み合わせた、音楽的なプロジェク
トです。全てが違うデザインの 100 本ののぼりと、
その裾に取り付けられた音色の異なる100 個の鈴
が、風向きや風の強さによって、時に美しい調べを
奏で、時にノイズとなり、予想のできないサウンド
テクスチャーが生み出されます。それは偶然が生む
産物。名も無き声が町を形作っていることを思い起
こさせます。

温泉観光地「別府」を代表する、無数の湯けむりが
立ちのぼる風景を有する鉄

かん

輪
なわ

地区。この地区一帯に、
巨大な竹の彫刻群が出現します。竹細工は別府に古
くから伝承されている工芸のひとつです。同じくチウ・
ジージェ氏の活動拠点とする中国でも竹細工が盛ん
であり、今回は中国の竹細工職人と別府という地域
とのコラボレーションにより、鉄輪に新たな風景を
生み出します。竹の彫刻群は、温泉の噴気を覆うよ
うに設置する予定です。湯けむりは地球が生きてい
ることの証。このプロジェクトでは、まるで命を吹き
込まれたかのように、竹の彫刻がエネルギーを宿し
ます。それは、あたかもこの地域が巨大な生命体の
一部であるかのよう感じさせるでしょう。スケールの
大きな考え方に基づき制作されたこの彫刻を巡り、
大地のパワーを感じてみてください。

トキハ別府店5階［中心市街地エリア］場 所

- 〈最終入場 〉展示時間

中心市街地エリア（予定）場 所

- 〈最終入場 〉展示時間

別府タワー 他［中心市街地エリア］場 所

- （予定）点灯時間

鉄輪エリア一帯場 所

- 〈最終入場 〉展示時間

商業空間の空きスペースで行われる
 ドラマティックな知覚体験型プロジェクト

町のランドマークを舞台に
近代について再考するプロジェクト

それぞれが違う調べを奏でる100 個の鈴の音が、
町を異空間に変えるプロジェクト

温泉の噴気を利用し、大型の竹彫刻を
地域全体に点在させる大規模なプロジェクト

〈水〉休廊

芸術祭を
“もっと

”

楽しむた
めに！

『BP』 『Meets』
まちとアートを丸ごと楽しむ、お得な金券 期間中、街にコミュニケーションを起こす「混浴温泉世界 2012」アプリ

1枚あたり100円相当の金券。11枚のうち１枚はアート専
用券で、その他の10枚は、アートに加えてグルメ、ショッ
ピングや温泉などに使える共通券です。

アートのガイド機能をはじめ、アートや街の感想の
共有もできます。作品の近くでは話をしたい気分の
人にきっかけを提供。アート談義をしてみても。

11枚綴り1,000円 加盟店数 123店舗（8 /29現在） 9月下旬 App Storeにて無料で提供開始
販売・使用可能期間 2012年10/6  （土）～ 12/2 （日）

『ツアー』
お好みに合わせて選べる

別府のまちあるきと作品鑑賞を同時に楽しめるツアーや、いい
とこ探しツアー、English guide tour など様々なツアーを企画。
また、お楽しみを盛り込んだ東京羽田空港発着のスペシャルツ
アーも予定しております。

このプロジェクトはブリティッシュ・カウンシル　　　　　　　のご協力のもと行われます。

　このプロジェクトは株式会社トキハ別府店　　　　　　　　のご協力のもと行われます。

詳しくは http://mixedbathingworld .com/「街を楽しむ」へ

８つのアートプロジェクト

アン・ヴェロニカ・ヤンセンズは1956 年フォークストン（イギリス）生まれ。ブリュッセルのラ・カ
ンブル（国立高等視覚芸術学校）にて学び、現在も同地にて制作活動。
《主な個展》「Serendipity」ウィールズ現代美術センター（ブリュッセル、ベルギー）／「Light 
Game」ノイエ・ナショナル・ギャラリー（ベルリン、ドイツ）／オルセー美術館（パリ、フランス）
 《主なグループ展》ヘイワード・ギャラリー（ロンドン、イギリス）／クレーラー・ミューラー美術館（ユ
トレヒト、オランダ）／ヴェニス・ビエンナーレ（イタリア）／近年はアンヌ・テレサ・ドゥ・ケースマ
イケルとのコラボレーションにより、複数の舞台作品も手がけている。

1955 年アメリカ合衆国カリフォルニア州に生まれ、スイスで育つ。現在はロンドンとニューヨーク
に拠点を置き活動している。主な個展に、ホイットニー美術館（ニューヨーク、アメリカ、2010年）、
ストックホルム近代美術館（ストックホルム、スウェーデン、2006年）、バービカン・アート・ ギャ
ラリー（ロンドン、イギリス、2005 年）など多数。主なグループ展に、横浜トリエンナーレ（横浜、
2011年）、リヨン現代美術館（リヨン、フランス、2007年）、ヘイワードギャラリー（ロンドン、イ
ギリス、2000年） など多数。また、近年、クリスチャン・マークレーは、スティーブ・ベレスフォー
ドとの共同制作によるパフォーマンスをはじめ、イ・オッキョン、シェリー・ハーシュ、大友良英ら
の音楽家との共同制作や発表活動を継続している。 また、第54回ヴェニスビエンナーレ（イタリア、
2011 年）に出展した「The Clock」 が金獅子賞（最高賞）を受賞した。

1965 年東京生まれ。東京芸大在学中から、風景の中に自作の地蔵を建立し、写真に収め
る《地蔵建立》開始。93 年から牛乳箱を用いた移動式ギャラリー《なすび画廊》や《相談
芸術》を開始。99 年より日本美術史への皮肉とも言える《醤油画資料館》、2001 年より女
性が野菜で出来た武器を持つ写真シリーズ《ベジタブル・ウェポン》を制作。04 年に個展「同
時に答えろ Yes と No!」（森美術館）、09 年に個展「透明ランナーは走りつづける」（広島
市現代美術館）

1969年中国福建省に生まれ、現在は北京（中国）を拠点に活動している。アーティスト、キュレー
ター、文筆家、教育者のあいだを行き来しながら、写真、ビデオ、書、絵画、インスタレーション、
パフォーマンスが融合する作品を発表し、境界にとらわれない活動を展開する。主な個展として、「A 
Suicidology of The Nanjing Yangzi River Bridge 3 - Breaking through the ice」UCCA、（北
京、中国、2009年）など。主なグループ展は、「風穴　もうひとつのコンセプチュアリズム、アジ
アから」国立国際美術館（大阪、2011年）、「上海ビエンナーレ」上海美術館（中国、2010年）、「第
54回　ヴェニスビエンナーレ」（ヴェニス、イタリア、2009年）、 「To the horizon of Shangri-La」
FRAC（ロレーヌ、フランス、2007年）、「第６回光州ビエンナーレ」（光州、韓国、2006年）な
ど多数。2012年上海ビエンナーレ キュレーター。

アン・ヴェロニカ・ヤンセンズ

クリスチャン・マークレー

小沢 剛

チウ・ジージェ

［アーティスト］

［アーティスト］

［アーティスト］

［アーティスト］

このプロジェクトはアサヒビール株式会社　　　　　　　　     のご協力のもと行われます。
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BEPPU ART AWARDは、40歳未満のアーティストを対象とした
アートアワードです。テーマに沿った作品プランを募集し、審査員
による書類審査と、公開プレゼンテーションを経て、選出された、
グランプリ受賞者の個展を開催します。

この部屋は、自然の（私たちの手も含めた）力によって変化し続
ける。 私たちの手は、可能な限り風景の一部として、且つ人為
の象徴として動き続ける。太陽に当てる。温度を測る。湿度を保
つ ... 部屋を満たす光は一日をかけて変化し、食物は発酵していく。
「時間」の味とは ?

n plat fo rm02（別府市元町6 - 21）  b火曜  c無料

○９月29日（土）～10月21日（日）
○ 10 : 00～19 :00（最終入場 18:30）　 《実施者名》

ＮＰＯ法人BEPPU PROJECT  x0977- 22- 3560

BEPPU ART AWARD 2012
グランプリ受賞展

実施プログラムの紹介（一部）

秋の２ヶ月間、別府市内各所で開催される「文化祭」。
国内外で活動するダンサーの公演やトークイベント、
市民による写真展やワークショップなど、
 この期間にまちを歩けば、いろいろなアートに出会えます。 
〈約123団体による149プログラムを実施予定〉

トーク・シンポジウム
トークイベントやシン
ポジウム、座談会、
セミナーなど

参加・体験
作品制作に参加できる
ワークショップなどの
アート体験プログラム

展覧会
現代芸術から伝統工
芸まで、多様なジャ
ンルの展覧会

パフォーマンス
ダンス、演劇などの身
体表現や舞台芸術

音楽・映画
コンサートなどの音楽
イベントと、それにま
つわる映画上映

■ 会場：別府市内各所　■ 時間・料金：プログラムにより異なる
　※全プログラム　　 利用可〈HP又はパンフレット参照〉
■ パンフレット配布場所：総合インフォメーションセンター、ほか別府市内各所
■ 予約方法：HP、総合インフォメーションセンター、電話予約〈9月20日開始予定〉
■ h別府現代芸術フェスティバル「混浴温泉世界」実行委員会事務局
　x0977- 22 - 3560〈NPO法人 BEPPU PROJECT〉
　 ht t p : //www.beppua r tmonth .com

2012年10月6日〈土〉～12月2日〈日〉

n PUNTO PRECOG（別府市元町3-5）  Pなし  定員：なし  c 500円／5BP 
※展示された飲み物１杯と食べ物が召しあがれます。  ◎予約不要

○ 10月５日（金）～10月８日（月・祝）
○ 10 :00～20:00 《実施者名》

風景と食設計室 ホー 
（ http ://www.facebook .com/hoo. landscapeandfood）

醗酵する部屋
fermentat ion room

開催日： 〈土〉 
時間： ～
会場：別府ブルーバード会館 階
料金：無料
定員： 名

開催日： 〈木〉 ～ 〈水〉 
時間： ～
会場：トキハ別府店 B1フロア
料金：無料

開催日：期間中の毎週火曜
時間： ～
会場：  まちなかカフェ
料金： 円

「混浴温泉世界2012」パスポート所有者は無料

混浴温泉世界
シンポジウム 2012

「ばんだいさん」大募集中！！

おもちゃの部屋

「混浴温泉世界」の全参加アーティストが別
府に集います。ディレクター陣も交えて、「混
浴温泉世界 2012」について語ります。

別府現代芸術フェスティバル 2012「混浴温泉世界」を支えるボランティアサポーターのことです。
温泉を愛し、守り、お客さんを温かく迎え入れる、温泉の「番台」さん。
芸術祭を愛し、広め、お客さんを笑顔で迎え入れる「混浴温泉世界 2012」の番台さんになってほしい！
という願いを込めて名付けられました。
全国のアートファン、温泉好き、お祭り好き。別府のまちに暮らす学生さんや、主婦の方、シルバー世代まで！
知識・経験・国籍・職業一切不問！ どうぞお気軽にご参加ください。

おもちゃやさんでは見かけない、変わった
おもちゃたち。地元のアーティストが手作り
したもの、竹や木、布など、優しい素材のも
の... いつもとちょっぴりちがう空間で、みん
なで遊んでみませんか？

総合プロデューサー・山出淳也がゼミ長を
務め、別府を訪れるアーティストやキュ
レーター、社会起業家など様々なジャンル
の方々とのクロストークを行います。

ベップユケムリ大学・
混浴温泉世界ゼミ

会期中に行われるパフォーマンス日程

会期中の関連イベント

楠銀天街劇場

公演名「Void the Fi ll」
〈土〉 開演時間      

〈日〉  開演時間      

上演時間  約 分    会場　楠銀天街

★オーディション日程 ３会場開催！※ダンス経験者向け
別府： 〈月〉
神戸： 〈火〉・ 〈水〉
東京： 〈土〉

★ダンスワークショップ日程（別府） ※年齢・経験不問
  Ⅰ部： 〈土〉・ 〈日〉
 Ⅱ部： 〈土〉・ 〈日〉 
 Ⅲ部： 〈金〉～ 〈木〉

出演者オーディション ＆
ダンスワークショップ参加者募集！！

詳細・申し込み方法

※開場は開演の30分前（12/2 15:00の回のみ15分前）上演時間：約90分
定員： 80名（椅子席50席／立ち見30席） 全席自由
予約： 公演日の前日まで下記ウェブサイトにて受け付けております。
　　　 /チケット/
※開場時に、ご予約いただいた方から優先的にご入場いただけます。

混浴ゴールデンナイト！

開演時間

出演スケジュール

● 〈土〉- 〈日〉 
大友良英／東野祥子／ The NOBEBO

● 〈金〉- 〈日〉
TANISHQ ／CI 部／人間ドッグ・バンド
 and musicians ／ The NOBEBO

● 〈金〉- 〈日〉
タケヤアケミ／煌滅姫乙メンM☆H
／渡辺美帆子事務所 /The NOBEBO

● 〈金〉- 〈日〉
あうんともこ／ウミ下着／ The NOBEBO
　　　　　　　　　　　　　　　 and more !!
● 〈金〉- 〈日〉
吉田 久美子／木皮 成／吟子
／ The NOBEBO

● 〈金〉- 〈日〉
別府♨レッグウォーマーず／佑季
／ The NOBEBO  and more !!

● 〈金〉- 〈日〉
金剛地 武志／内山 大／村本すみれ
／ The NOBEBO

● 〈金〉- 〈日〉
黒田育世／井田 亜彩実／山下智博
／ The NOBEBO

● 〈金〉- 〈日〉
北村成美／ The NOBEBO
　　　　　　　　　 and more !!

● 〈金〉- 〈日〉

毎週 金・土  日

● 〈金〉・ 〈土〉 /

● 〈日〉 /

詳しくはホームページをご覧いただくか
事務局までお問い合わせください。

ばんだいさんとは？　
別府現代芸術フェスティバル「混浴温泉世界」
実行委員会 事務局

法人 （担当：赤木）

：

【グランプリ受賞者：加瀬才子】
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2010年から数回の別府滞在で発見した、別府の造形感覚に
影響を受けた作品を、別府の方々との共同制作を交えつつ、刺
繍、立体、映像と様々に作ります。そして、それらを元民家の
「platform05」で一体化する予定です。

「水の未来の物語」を紡ぐアーティスト、ブブ・ド・ラ・マドレーヌ と都
市社会学者 山田創平のユニット。2010年から2012年にかけて、別
府の人や街とともに、そこに満ちる「水」の過去と現在を図と文字で描き、
「地図」ならぬ「水図」を発見します。

「KASHIMA」とは、別府の温泉文化の中に息づく湯治のための宿泊形態「貸間」から名付けられた、
アーティスト・イン・レジデンス事業です。11月３日より２組のアーティストによる成果発表展を同時開催！

ジャンル : 刺繍、映像、立体
n pla t fo rm 05（別府市中央町９-３）

ジャンル : インスタレーション
n platform02（別府市元町６- 21）
※アーティストサロン開催予定！ ユニットの２人と直接交流しましょう
開催日： 11月４日（日）～６日（火）、11月29日（木）～12月２日（火）
開催時間： 19 :00～20:00
開催場所： platform03（11月６日のみ「サロン岸」）

b火曜  c無料○ 11月３日（土・祝）～12月２日（日）  ○ 10:00 ～19 : 00（最終入場 18 :30）  ※初日のみ12:00～19:00（最終入場 18:30）

 《実施者名》
ＮＰＯ法人BEPPU PROJECT  x0977- 22- 3560

vol.3  伊藤 存

vol.4  ブブ・ド・ラ・マドレーヌ + 山田創平

KASHIMA 2012
BEPPU ART IST IN RESIDENCE

１枚あたり 100 円相当のクーポン型金券。11
枚綴りを 1,000 円で販売します。11 枚のうち
１枚はアート専用券とし、その他の 10 枚はアー
ト鑑賞やグルメ、ショッピングや温泉などに使
える共通券です。BPを使える加盟店や施設は、
どれも厳選された別府の「いいとこ」ばかり。
BP で、別府をもっと楽しんでください！

まちとアートを丸ごと楽しむ、お得な金券
販売価格  円（共通券10枚＋アート専用券１枚＝1,100円相当）

販売期間  使用可能期間   2012年 10月6日（土）～12月２日（日）

販売箇所  総合インフォメーションセンター、

　　　　   platform04  SELECT BEPPU、platform08 やよいぷらはち、

　　　　  別府市観光協会駅構内案内所 ほか

元祖・冬フェス、浴衣で遊べる温泉×音楽フェス「音泉温楽」
がお送りする一夜限りの湯快なダンスパーティー『別府湯会』。
TOWA TEI、常盤響らビッグゲストDJを別府北浜に迎え、ドレスコー
ドは男女ともに浴衣・和装を推奨。浴衣で遊ぶ温泉×ダンスミュー
ジックの新たな楽しみ方を 感じて下さい !

n 別府タワー3階 別府タワーホール（別府市北浜３-10-２）
Pなし 定員：250名  c 30BP／3,000円
予約：前売チケット販売（http://onsen - ongaku.com）

○ 11月3日（土・祝）　
○ 18:00～ 25: 00

 《実施者名》
ＮＰＯ法人ＹＵＫＡＩ（http ://onsen - ongaku .com）

音泉温楽 presents
【 別府温泉湯会 】2012 Aut umn

旅の起点は、別府駅前にある「総合インフォメーションセンター」。
まずはここで作品鑑賞パスポートやマップを手に入れて下さい。
作品と別府のまちをじっくりと楽しむには、１泊２日以上がおすすめです！

１日目に駅を中心に徒歩で回れる範囲の作品を鑑賞し、翌日は車やバス
を利用して鉄輪エリアへ。作品とまちをしっかり楽しむコースです。

中心市街地、浜脇は別府駅から歩けますが、他エリアについては
車、バス移動となります。人数が多ければタクシーもおすすめです。

についてはP9をご参照ください

モデルコース

「混浴温泉世界」
事務局スタッフのおススメする

四季魚遊 いづつ

地獄蒸し工房鉄輪

手延べ冷麺専門店六盛 松原店 別府国際観光港関西汽船のりば２階

★関あじ 2,000円 
　関さば 2,000円
  フグ2,000円   〈各1人前〉

★地獄蒸し釜基本使用
　（30分以内）500円

★冷麺 650 円
★マイケル・リン「別府 04.11 - 06.14.09」別府冷麺の王道店。和風出汁にそば粉を使用したコシ

のある麺、キャベツのキムチに牛チャーシューが特徴。 板にアクリル塗料、W20000 × H4500mm、
別府現代芸術フェスティバル 2009「混浴温泉世界」、
2009 年

鮮魚店のお父さんが選りすぐった鮮度抜群
の魚をお手頃価格で楽しめる。スロープや
座敷もあり、幅広い客層に愛される。

食材の旨味をぎゅっと凝縮する「地獄
蒸し」を気軽に堪能することが出来る。
食材は近所のお店やその場で購入可能
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別府国際観光港

混浴ゴールデンナイト！
鑑賞

総合
インフォメーション
センター

総合
インフォメーション
センター

別府国際観光港

n別府市元町10-14 新宮ビル a18:00～24:00
b月曜 x0977-24-1115 Pなし
@カウンター／テーブル／座敷

n別府市風呂本5 a9:00～21:00（地獄
釜最終受付20:00） b第３水曜（祝日の場
合は翌日） x0977-66-3775 P26台
@テーブル

n別府市松原町7-17 a11:30～14:00／18:00～20:00
（スープが無くなり次第終了） b水曜 x0977-22-0445
P6台  @カウンター／テーブル n別府市汐見町9-1 観光港第３埠頭ターミナル２階

くつろぎの温泉宿 山田別荘
★ 1泊 6,500円～（朝食付）
昭和初期に建てられた別荘を使用している、
レトロで趣のある温泉宿。立ち寄り湯も可能。
n別府市北浜３-２-18  u16:00 v10:00
bなし x0977-24-2121 P7台

竹瓦温泉
★普通浴 100円／砂湯 1,000円
重厚な唐破風（からはふ）造りの屋根を持つ木造建築で、別府温
泉のシンボル。４つの源泉をもち、各湯それぞれ泉質が異なる。
n別府市元町16-23 a普通浴6:30～22:30、
砂湯8:00～22:30（最終受付21:30）
b普通浴12月第３水曜、砂湯第３水曜（祝日の場合は翌日）
x0977-23-1585 Pなし

茶房たかさき
★コーヒー 400円
温泉名人のマスターの自宅一部を利用
した喫茶店。喫茶利用で源泉掛け流
しの貸切岩風呂に無料で入れる
n別府市朝見１-２-11 a10:00～17:00
b火曜 x0977-23-0592 P5台

日目

日目

バ
ス
10
分

徒
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20
分

or

１日目に駅を中心に徒歩で回れる範囲の作品を鑑賞し、翌日は車やバス１日目に駅を中心に徒歩で回れる範囲の作品を鑑賞し、翌日は車やバス

しっかり１泊
２日コース

手延べ冷麺専門店六盛 松原店

お手軽日帰り
コース

中心市街地エリア

移動について

plat fo rm04
SELECT BEPPU

★マイケル・リンの作品鑑賞 100円
オリジナル雑貨やアート作品を扱う築 100 年の長屋を改築したセレ
クトショップ。「混浴温泉世界 2012」期間中は公式グッズも販売
n別府市中央町9-33 a12:00～18:30
b火曜(祝日は営業) x0977-80-7226 Pなし



別府海浜砂湯

柴石温泉

白糸の滝
大黒屋

★入湯料 1,000円

別府の北に位置する国東半島で「国東半島アートプロジェクト2012」
（P12参照）が開催されます。毎週末、土・日・祝は大分・別府駅からバ
スツアーを実施予定。「混浴温泉世界 2012」パスポート所持者は無料
※で乗車できるので、セットで楽しみたい。国東を丸一日楽しめるツアー
バスで、アートの旅をもっと楽しもう。
※食事代のみ実費をご負担いただきます（1,000円～1,500円程度）

★入湯料 210円／家族湯 1,570円（1時間4人まで）

★１泊 3,000円～（食事なし）
　 6,900円～（地獄蒸し付）

海を眺めながら、温かい砂に全身を包まれる古くから
の入浴方法で、波の音と心地良いリズムで掛けられる
砂の音を聞きながらリラックス。

「あつ湯」と「ぬる湯」、蒸し湯と露天風呂が楽しめる市営温泉、
山の緑と鳥の鳴き声を聞きながらゆったりと過ごせる。

湯けむりのベールに包まれるよ
うな、水と湯気が織り成す幻
想的な景色が印象的な滝。近
くに「白糸の滝温泉」もある

鉄輪の情緒溢れる湯治宿。敷地内
に源泉があり、宿泊者は自由に地獄
釜を使用することができる

別府駅
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観海寺エリア

堀田エリア

明礬エリア

亀川エリア

n別府市上人ヶ浜a（３～11月）８:30～18:00 （最終受付
17:00）、（12～２月）９:00～17:00（最終受付16:00） 
b第４水曜（祝日の場合は翌日） x0977-66-5737

n 別府市野田４ a普通浴７:00～20:00 家族湯９:00～20:00(最終受付19:00)
b第２水曜(祝日の場合は翌日) x0977-67-4100 P35台

n別府市鉄輪上3 u16:00 v10:00
x0977-66-2301 P5台

いちのいで会館
★だんご汁定食 1,400円
厳選された素材で作る手延べのだんご汁定食を頂く
と、いちのいで会館自慢のお風呂に入ることが出来る

n別府市上原町14-２ a月～金曜：11:00～17:00
土・日曜、祝日：10:00～17:00 b12月31日
x0977-21-4728 P25台

岡本屋売店
★地獄蒸しプリン 230円
噴気を利用して蒸すプリンは濃厚な卵の味とほろ苦い
カラメルが人気。「地獄蒸し卵」もおすすめ
n別府市明礬３ a8:30～18:30 bなし
x0977-66-3228 P23台
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作品鑑賞

別府駅別府国際観光港

国東半島アートプロジェクト
〈土〉 〈日〉

※9/18（火） オープン予定

会期中、毎週末土・日・祝日に大分・別
府駅からバスツアーを実施予定

別府の北に位置する国東半島で「国東半島アートプロジェクト2012」

国
くに
東
さき
欲張りコー

ス

もっと楽しむ
２泊３日 別府の特徴的な温泉や、高温の温泉蒸気で蒸した地獄蒸しプリンなど。作品はもちろん、

別府のまちのグルメ、温泉、スポットを目一杯楽しむコースです。

日目

１日目：P10参照

日目

日目

奥深く、特徴的な歴史的文化が魅力の国東半島。
週末ツアーバスの利用がおすすめです

国東半島エリア

古くから瀬戸内海と大陸を結ぶ交易の要所であった大分県国東半
島。両子山を頂点として放射状に伸びる谷間に、独自の文化や
多くの奇祭が根づくこの半島を舞台に「国東半島アートプロジェク
ト 2012」を開催します。

旅の入り口は、3 組のアーティストが空き屋をリノベーションした
「カーサ・クニサキ #01」（仮）。現代の異人＝アーティストの自
由な発想と場の力とが出会い、作品空間へと変わる空き家は、訪
れる者を異世界の旅へと誘うでしょう。
「アートツアー」では、「カーサ・クニサキ #01」の鑑賞の他に、
古代から多くの修行僧が訪れた地域を舞台に繰り広げられるパ
フォーマンス作品の鑑賞や、平安時代より受け継がれる修行「峯
入り」を体験するトレッキング、この地域ならではの食なども体験で
き、国東半島の魅力により深く分け入ります。

また、写真家・石川直樹氏が一年を通してさまざまな角度から国東
半島を捉え、その本質を追求した写真展や、周防灘に臨む岬一帯
での恒久設置プロジェクト「香々地プロジェクト」など多彩な事業
を展開します。

期間中に国東半島を巡れば、豊かな恵みと文化、そしてとってお
きの芸術体験が待っています。ぜひ足をお運びください。

主催：国東半島芸術祭協議会（大分県、豊後高田市、国東市）
h 国東半島芸術祭事務局（大分県企画振興部 観光・地域局 観光・地域振興課内）  担当：堺田、甲斐  x 097- 506 - 2112  E-mail：info@kunisaki .asia
n 〒870 - 8501 大分市大手町 3丁目1番 1号

国東半島アートプロジェクト2012

国東半島は大分県の北東部に位置し、別府湾、伊
い

予
よ

灘
なだ

、周
す

防
おう

灘
なだ

に囲まれ
た半島です。奈良時代から平安時代にかけて、仏教に宇佐八幡の八幡信仰
を取り入れた「六郷満山」と呼ばれる山岳仏教が形成されました。豊かな自
然と多くの寺院を有し、独自の文化やさまざまな奇祭なども受け継がれている
この地域は、日本の秘境100選にも選ばれています。

国東半島とは？

c 4,000円（予定）（バス乗車料・ガイド料・食事代含む）
※「混浴温泉世界 2012」パスポート所持者は、バス乗車料・ガイド料が無料となり、
　 食事代のみ実費をご負担いただきます（1,000円～ 1,500円程度）
※ バス発着場所、内容、予約方法など詳細の情報はホームページをご覧ください。

11月3日（土）～ 11月25日（日）の会期中、毎週末土・日・祝日に大分・別府駅からバスツアーを実施予定

 ＊9月18日（火）オープン予定

詳しくはホームページをご覧ください

ht tp : // kun isak i .as ia

参加アーティスト
飴屋法水、ノマド村〈茂木綾子＆ヴェルナー・ペンツェル〉 他

会場
大分県国東市国見町エリアなど

参加アーティスト
石川直樹  他

会場
大分県豊後高田市香々地エリアなど

料金
無料（ただし、バスツアーは別途料金が必要となります）

アクセス
別府市から車で1時間30分／大分空港から車で約30分
（詳細はWEBサイト参照）

● 秋期  2012年  11月３日（土） ～ 11月25日（日） 

● 冬期  2013年  2月下旬 ～ 3月下旬

ギャラリーあり

緑に囲まれた、閑静な鳥越エリアにあるギャラリー。
おしゃれな雑貨や衣服などの展示・販売を行っています。

nギャラリーあり（大分県由布市湯布院町川上鳥越 1269 - 8）
a 10 :00～ 17: 00  b不定  c無料  h 0977-84- 4479

ひょうたんランプ展 ／ 右下 誠イラスト展

竹下洋子ニット展 ／ はやしのりこバッグ展

● 10月12日（金）～11月4日（日）

● 11月８日（木）～12月２日（日）

別府市のお隣、大分市。まちなかに点在するアートスポットや、
高台にある緑豊かな美術館など、見所が多いエリアです

豊かな自然に恵まれた温泉地。
アートを鑑賞しながらまちの散策も楽しめます

大分市 由布院

佐脇健一（1949～、現大分大学教授）は、鉄塔、配水塔、原子炉、飛
行機等の工業化・近代化の産物を鉄錆びが生じた、寂寞とした「廃墟」の
風景として表現した彫刻作品をはじめ、写真、映像等の記録性を活用したド
ローイング、インスタレーション、ビデオ作品等で、「風化」する人間の活動
の痕跡を現出させました。今回の展覧会では、最新作を中心とした 100余
点の作品により、佐脇が現代に問いかける独特の「世界」を紹介します。

大分市美術館　「佐脇健一展【未来の記憶】」
● 9月11日（火）～10月21日（日）

nアートホール（大分市荷揚町 3 -31 アートプラザ２階） 
開催時間／10 : 00 ～ 18 : 00  bなし  c 無料
h097- 538 - 5000（アートプラザ） E-mail  info@art-plaza.jp
HP  http://www.art - plaza . jp

アートプラザ「吉村正郎とその仲間達展」
● 10月30日（火） ～ 11月5日（月）

平成 23年度まで大分県立芸術文化短期大学で教授を努めた吉
村正郎と「仲間達」である教え子たちの企画展。大分県在住な
がらも作品発表は県外や海外が殆どであった吉村正郎の作品を、
大分市のアートプラザで一挙公開。テキスタイルを専門とする吉
村氏独特の空間を使った透明感溢れる作風は、作品だけでなく空
間そのものが強く印象に残ります。また今回、次世代を担う吉村
氏の教え子たちの作品も共に展示し、ワークショップも開催予定。

n 大分市美術館（大分市大字上野８６５）  開館時間／10:00 ～ 18 :00（最終入館 17: 30）  b月曜（祝日の場合は翌日）  c 佐脇健一展 : 一般／800（600）
円、高校生・大学生／600（400）円   コレクション展 : 一般／300（250）円、高校生・大学生／200（150）円  ※中学生以下は市内市外を問わず無料  ※
特別展観覧料でコレクション展（常設展）も併せてご覧いただけます ※（）内は団体［20人以上］料金  ※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手
帳提示者とその介護者は無料   h 097- 554-5800（大分市美術館）  HP  ht tp://www.city .oita .oita . jp から総合案内「楽しむ」→ 大分市美術館へ  BPについてはP9を参照

使用可

n 由布院駅アートホール（大分県由布市湯布院町川北 8-2）
時間／8:30 ～ 19:00  bなし  c無料  h 0977- 84 - 4678（由布院駅アートホール）
E-mail arthal l@yufuin.gr . jp  HP  http://www.yufuin.gr . jp

中野紀三郎展  永遠なる生命

由布院駅アートホール

永武作品展

重厚な油絵の作品展です。● 10月３日（水）～11月２日（金）

絵画・版画・オブジェの作品展です。● 11月３日（土）～12月３日（月）

オーナーが手作りしたかわいらしい雑貨が並ぶお店では、１
階2階がギャラリーになっており、月替わりで展示を楽しめま
す。２階にはクッキー屋さん「LINGON」も併設されています。

n ギャラリーブルーバレン（大分県由布市湯布院町川上1510 - 7）
a 10:00 ～ 18:00  b不定  c 無料
h 0977- 84 - 4968（ギャラリーブルーバレン）
HP  http://www.bluebal len.com

10月　深堀知子陶展／さいとうあきこイラスト展
11月　コーダ・ヨーコイラスト展／LINGON クッキー展

ギャラリーブルーバレン

平成２７年春オープンする県立美術館の模型など建設に関わる進
捗状況や美術館で観ることが出来るコレクションなどを紹介してい
ます。是非お気軽にお立ち寄りください。

n 竹町ドーム広場内店舗（大分市中央町１-５-２）時間／11: 00 ～ 17:00  
b日、月曜  c 無料 h 097- 560 - 0407（県立美術館まちなか支局）
E-mail  machinaka-branch@ind .bbiq . jp

県立美術館まちなか支局開設中
● 毎月第１水曜日 13 : 30～ 
　学芸員によるサロントーク 
● 毎月第４土曜日 13 :30～
　子供向けワークショップ
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３．事業評価

事業評価・分析の方法としては、国内外（とくに米国）の企業・自治体等で戦略マネジメントツールとして
広く採用されている戦略マップとバランス・スコアカード（BSC）を取り入れた、これに基づき、実行委員
会のメンバーをはじめとする関係者間での目標や課題の共有化に努めるとともに、PDCAサイクルに基づく
マネジメントの徹底化を図った。 評価・分析ならびに、学識経験者、地域住民、メディア、有識者、および
金融機関関係者により構成された評価委員会は次の通りである。

評価・分析プロセス
　1．実行委員会による事業実施に関するアセスメント（自己点検）
　2．アセスメント結果の評価委員会への報告
　3．評価委員会によるレビュー（分析・評価）とそれに基づく意見表明（是正勧告等）
　4．実行委員会から評価委員会への改善案等の提示
　5．アセスメントおよび評価委員会報告書の作成とステークホールダーへの公開

評価委員会
［学識経験者］椋野美智子（大分大学　副学長）
［有識者］高橋鴿子（聴潮閣高橋記念館　館長）
［メディア］宮﨑和恵（おおいたインフォメーションハウス株式会社　取締役社長）
［地域住民］野上康生（野上本館　代表取締役社長／別府市議会議員）
［金融機関関係者］佐野真紀子（日本政策投資銀行　大分事務所）

当報告書では、評価・分析プロセスの内１ー３の内容をまとめて記載する。そして４、５のプロセスに関し
ては、当報告書の提示と公開を持って実施するものとする。また１ー３の事業評価の記載は次ページのバラ
ンススコアカードの項目に沿い、「地域再生の視点」「財政の視点」「ステークホルダーの視点」「マネジ
メントの視点」「創造と学習の視点」に分けて行った。
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3-1. 事業バランススコアカード

「平成24年度文化庁文化芸術創造都市モデル事業」提出資料に、2012年実績などを加筆
※注１）「混浴温泉世界」に関する指標のため、現状値は2009年のもの。
※注２）来場者アンケート、実施者アンケートで、ベップ・アート・マンスの評価を「大変よい」＋「よい」とした回答の割合。
※注３）2011年は６～11月に開催した全４回の実行委員会、2012年は５～９月に開催した全３回の実行委員会の出席率の平均値を
記入。なお、委任状提出によるみなし出席は算入していない。
※注４）実施者アンケートで、事務局業務を「大変よい」＋「よい」とした回答の割合。

 表２に掲げたBSCのうち、緑色で表示した一番右側の列が今回の実績である。なお、表２では、各業績評価指標に関す
る2011年の実績値（「混浴温泉世界 2012」関連の指標については、前回開催時である2009年の実績値）を補足してい
る。

3-2. 実行委員会による事業実施に関するアセスメント（自己点検）
（１）創造と学習の視点
　創造と学習の視点は、「ベップ・アート・マンス」のプログラム実施者となった市民らが、文化芸術に関
わる自らの創造性をいかに高めることができたかを見るものである。こうした学習を通じて、彼らが地域に
おける他の諸課題に対しても創造的な解決を行っていくことが期待される。このように創造と学習の視点
は、すぐれて未来志向、成長志向の視点といえる。
　 「ベップ・アート・マンス」は、より多くの市民が参加しやすい仕組みを作ることを最大の目標としてい
た。すなわち、市民がアートの鑑賞者に留まらず文化芸術活動の表現者・担い手の一員として参画すること
を通じて、自らの創造性を発揮・拡張させることが目指されている。
　 創造と学習の視点に関するターゲットとしては、「ベップ・アート・マンス 2012」への参加団体・個人
数、プログラム数を設定した。従来の「ベップ・アート・マンス」の開催期間が１ヶ月であったのに対し
て、「混浴温泉世界」との同時開催となる今年度は開催期間が２ヶ月となるため、2011年実績（57団体・
個人、87企画）を大きく上回る目標（90団体・個人、130企画）を設定したが、実績（122団体・個人、
148企画）は当該目標値をさらに上回る結果となった。
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　 プログラム実施者へのアンケートによれば、過去の「ベップ・アート・マンス」への参加経験を持つ参加
者が33％であるのに対して、今回初参加の団体・個人が67％と2/3を占めており、新たな参加者を呼び込ん
でいる。
　また、今回のプログラム実施者の81％は来期の「ベップ・アート・マンス」にも参加したいと回答してお
り、持続可能な市民の文化芸術活動の場として、「ベップ・アート・マンス」が機能していることが窺え
る。自由記入欄を見ても「一度試しに出てみたので、次回は本気で取り組みたい」「すでに来年の計画をし
ている」「自らの企画を通じて別府のすばらしさを伝えていきたい」など、前向きな意見が寄せられてい
る。

（２）マネジメントの視点
　 マネジメントの視点、ステークホールダーの視点は、主に事業の実施プロセスを評価するもので、事業実
施のあり方に現在進行形でメスを入れていくことになる。
　このうち、マネジメントの視点では、当実行委員会による実行体制の確立強化を目指し、事務局業務が効
率的・効果的に遂行されていたか否かの評価を行う。当該業務の質はプログラム実施者へのアンケートに
よって評価することとしている。また、実行委員会に関しては、役割分担の明確化することで円滑な運営を
図ることとした。
　「ベップ・アート・マンス 2012」のプログラム実施者へのアンケートの集計結果によれば、事務局業務
に対する満足度は82％と高く、2011年の水準（80％）を維持しえた。「混浴温泉世界」との同時開催と
なった2012年は、例年以上に事務局業務が繁忙を極めたことを思えば、全体的には及第点といえるのでは
ないか。但し、個々の業務を見ると、広報業務代行に効果があったとの回答は増加（2011年86％→2012年
91％）する一方、受付業務代行、チケット販売協力についての満足度はやや低下（2011年95％→2012年
80％）している。
　 実行委員会の出席率は平均して約６割と、2011年の約５割を若干上回る水準となった。事務局の専従ス
タッフと異なり、実行委員は本業のかたわら委員会に出席するため、全員の日程調整が難しい面がある。こ
のため、全体会合と並行して、検討テーマ毎に複数の部会を設けて随時開催を行うことで役割分担の明確化
を図った。

（３）ステークホールダーの視点
　創造と学習の視点ではプログラム実施者、マネジメントの視点では主催者である実行委員会の内部体制が
問われたが、「混浴温泉世界 2012」「ベップ・アート・マンス 2012」の同時開催に際しては、他にも数
多くのステークホールダー（関係者）の協力を得る必要がある。別府において「観光地型・文化芸術創造都
市」のプラットフォームを形成するためには、多様なステークホールダーとの協力体制を確立することが不
可欠である。
　 BSCでは、両事業をサポートするボランティアの参加人数、県内他地域の文化事業で連携した自治体数を
業績評価指標に採用している。
　 このうち、前者のボランティア参加人数については、350名をターゲットに設定したが、実績は660名と
なり、目標を大きく上回った。「ベップ・アート・マンス」は通常、プログラム実施者である市民が自らプ
ログラムを実行するため、ボランティアは比較的少数で足りる事業構造となっている。これに比べて、市内
各所で招聘アーティストによる多彩なアートプロジェクトを同時展開する「混浴温泉世界」では、総合イン
フォメーションセンター（別府駅構内）や各会場の受付業務、事務局業務のサポートをはじめ、多数のボラ
ンティアを動員することが必要となる。今回参加したボランティアの多くは、後者の業務に協力いただくこ
ととなった。なお、総数としては目標を上回ったものの、平日は学生・社会人の参加が難しく、必要なボラ
ンティア人数の確保に苦労した期間もあった。このため往々にして、事務局スタッフが自ら会場受付を担当
するケースも多く見られた。しかしながら、「混浴温泉世界」「ベップ・アート・マンス」を円滑に運営す
るうえでは、専従スタッフは極力、両事業全体に係る企画・調整業務に従事するのが効率的・効果的であ
る。次回の「混浴温泉世界」開催に向けて、受付業務を中心としたボランティアの確保は課題といえよう。
　 後者の連携自治体数については、２自治体をターゲットに設定した。実績としては、「混浴温泉世界 
2012」の会期中である11月に国東半島で開催された「国東半島アートプロジェクト 2012」と連携を図るこ
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とができ、２自治体（アートプロジェクトの会場となった国東市、豊後高田市）との連携という目標を達成
した。さらに、自治体以外の個別の文化施設やアートプロジェクトにおいて、大分市（大分市美術館、アー
トプラザ、県立美術館まちなか支局など）、由布市（由布院駅アートホール、市内ギャラリーなど）、福岡
県糸島市（「糸島芸農」）、熊本市（熊本市現代美術館）、鳥取県（「暮らしとアートとコノサキ計
画」）、北九州市（「『ORIGIN』＋『ORIGIN part2 -BSS-』」「街じゅうアートin北九州2012」など）
との連携を図ることができた。これらの施設・プロジェクトを「旅手帖 beppu」に掲載・広報するととも
に、「混浴温泉世界」パスポートを持参することで特典を受けられるサービスを付加することで、広域連携
を図った。

（４）財政の視点
　 民間の企業経営に用いるBSCでは、財政の視点において損益・財政面の評価などを行う。民間企業の場
合、利益や良好な財務体質の確保は極めて重要な目標である。但し、企業の財務諸表は過去の損益・財政状
況を示すものに過ぎず、足元の利益に過度に囚われて、マネジメント（内部プロセス）、ステークホール
ダー（顧客）の視点に係る現在の改善活動や、創造と学習の視点からの未来に向けた人材育成投資を怠る
と、中長期的にはむしろ利益を損なう懸念もある。このため、BSCに基づく戦略的経営では、これらの諸視
点に係る指標をバランスよく見ながら、企業を上手に経営していくことが求められるが、それでも最終的に
重要視されるのは、中長期的な利益の最大化という財政の視点である。
　 これに対して、当事業のような地域再生プロジェクトでは、主催者が儲けることが一義的な目的ではな
く、地域に対するさまざまな外部効果（創造的人材の育成・誘致、まちなかのにぎわい創出、経済波及効果
など、主催者に限らず地域全体が享受する効果）が最終目的となる。このため、「混浴温泉世界」「ベッ
プ・アート・マンス」のBSCでは、最終的な目的として、後述するような地域再生の視点を別立てしてい
る。
　以上のような背景から、財政の視点では、金銭面で把握・評価できる範囲の外部効果として、BPの販売枚
数30,000BP（１BP＝100円）を目標に設定している。ちなみにBPは金券であって、販売枚数が増えたから
といって主催者である実行委員会の利益増につながるわけではない（1,100円分に相当する11BPのクーポン
型金券を1,000円で販売するためむしろ負担増になる）。それにも関わらず、実行委員会がBPを発行するの
は、ディスカウントした金券を販売することで、「ベップ・アート・マンス」の有料プログラムや「混浴温
泉世界」への来場者の参加を促すとともに、加盟店における消費も拡大させるという、地域への波及効果を
目指すからである。
　 30,000BP（300万円）という目標値は、2011年のBPの販売枚数13,656BP（137万円）の２倍強に相当
する。「ベップ・アート・マンス」の開催期間が２倍となり、「混浴温泉世界」との同時開催となることを
念頭に置いた目標設定であったが、実績は30,569BP（306万円）となり目標を達成することができた。BP
を導入した初年度である2010年の販売枚数が2,760BP（28万円）であったことを踏まえれば、BPの定着が
進みつつあると考えられる。
　但し、「ベップ・アート・マンス 2012」の来場者アンケートによれば、BPを飲食店などで利用した人の
割合は15％となり、2011年の27％から低下している。プログラムの実施者側のBPへの評価（有料プログラ
ムにBPで支払いができることの評価を「大変よい」＋「よい」とした回答の割合）も、69％から46％へと
低下した。「混浴温泉世界」との同時開催による業務量増加の中で、BPの広報・販促活動に十分な工数を
避けなかった面があるかもしれない（例えば、前売り券の販促活動は今回、BPではなく「混浴温泉世界」
のパスポートが主な対象であった）。もっとも、利用者の割合が低下したとはいえ、参加団体数が約２倍、
来場者数が約５倍に増えたため、BPを評価・利用する人は、実数としては着実に増加しており、それがBP
販売枚数の拡大につながっている。一方で、新たな団体・来場者が増加する中、そうした新しい参加者に
BPを周知させていく取り組みが重要であろう。
　 ちなみに「混浴温泉世界 2012」来場者のBP利用割合は31％と「ベップ・アート・マンス 2012」を上
回った（「混浴温泉世界 2009」当時はBP未導入のため、前回比較はできない）。市民中心の「ベップ・
アート・マンス」よりも、遠隔地からの来場者が多い「混浴温泉世界」のBP利用割合が高いのはいささか
意外である。後者は多くが有料プログラムであること（BPでパスポートやココダケ券を購入可能）に加え
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て、後者の来場者はほぼ必ず総合インフォメーションセンターに立ち寄るため、そうした場を通じたBPの周
知が奏功したのかもしれない。
　 来場者がBPでパスポートを購入する場合、BP11枚綴りセット２冊を購入して、20BPをパスポート代
（2,000円）として支払い、残る２BPを飲食店などでの支払いに充当する。とはいえ、２BP（200円）では
飲食物販に足りないため、来場者はBPに足して現金を支出することになる。すなわち、BPは、実際の使用
枚数よりも大きな消費を誘発していると評価できよう。加えて、BPではなく現金を使用する来場者も未だに
多く（「混浴温泉世界」来場者の69％、「ベップ・アート・マンス」来場者の85％）、また、「混浴温泉
世界」来場者の57％は別府などに宿泊しているが、現状、BPに加盟している宿泊施設は数えるほどしかな
い。このため、そうしたBPの外数となる消費も勘定に含めれば、今回の事業が誘発した経済波及効果はさ
らに大きいといえよう。
　 そこで、「混浴温泉世界 2012」「ベップ・アート・マンス 2012」の経済波及効果について、一定の仮
定のもとで試算したところ、約3億3,800万円の観光消費を誘発したとの結果が得られた。こうした観光消
費のうち、両事業の収入となるのは「混浴温泉世界」のチケット販売収入1,400万円などごく一部であり、
多くは市内の宿泊施設、飲食店、商業施設、温泉施設などの収入になったと考えられる。ちなみに、「混浴
温泉世界 2009」における経済波及効果は、当時の試算によれば5,000万円であった。１人当たり消費単価
の設定など試算方法が今回とは異なるため、単純な比較はできないが、「混浴温泉世界」「ベップ・アー
ト・マンス」が定着してきたことで、地域への波及効果も拡大してきたものと考えられる。
　以上のように地域への波及効果が目的として重要ではあるが、「混浴温泉世界」「ベップ・アート・マン
ス」を持続可能な取り組みとして続けていくうえでは、事業自体の安定的な財政基盤の確立が重要なことは
言うまでもない。こうした観点から「混浴温泉世界 2012」のチケット販売収入実績を見ると、鑑賞券販売
枚数10,630枚（パスポート7,667枚、ココダケ券2,963枚）、収入1,642万円となった。ほぼ知名度ゼロか
らスタートした「混浴温泉世界 2009」のパスポート販売枚数3,012枚と比較すれば格段に伸び、今回の目
標である販売枚数10,400枚（パスポート10,000枚、ココダケ券400枚）には届いたが、パスポートの販売
比率が当初より低く収入1,708万円には及ばなかった。
　 一方、BSCで目標に設定した協賛金・各種助成金の額・件数の実績は、32件、6,936万円となり、前回実
績の15件、1,033万円、目標値の30件、3,000万円を大きく上回った。
　 また、BSCでは創造都市記録誌を作成して有料で販売することを想定（販売目標500冊）していたが、そ
の後の検討の中で、無料にして発行部数を増やすことで、多くの人々に大分県内でのアートプロジェクトの
取り組みを知ってもらおうという狙いに方針転換を行った。具体的には「ARTRIP 特集 混浴温泉世界」と
いう冊子を70,000部印刷し、県内外への配布を行った。このため、評価項目としては、当初想定していた財
政ではなく、主にステークホールダーの視点に寄与する項目にシフトしたと考えられる。かかる視点から見
て、同冊子は、全国各地で広く配布されるとともに来場者にも配られることで、「混浴温泉世界」をはじめ
とする県内のアートプロジェクトを広報するうえで重要な役割を担ったといえよう。

（５）地域再生の視点
　 地域再生の視点では、前述の４つの視点を踏まえつつ、「混浴温泉世界」「ベップ・アート・マンス」が
別府におけるさまざまな地域課題の解決に寄与しえたかという観点に関する評価を行う。
　このため、別府の新しい魅力の創出を通じた交流人口の増大、中心市街地の回遊性の改善を評価するター
ゲットとして、「ベップ・アート・マンス」入場者数と参加プログラムの質、「混浴温泉世界」入場者数、
「ベップ・アート・アワード」鑑賞者数を掲げている。
　「ベップ・アート・マンス 2012」の総入場者数は53,736名となり、2011年実績（11,751名）の4.6倍、
目標（17,000名）との対比でも3.2倍となるなど、目標を大幅に超過達成した。但し、創造と学習の視点で
述べたように、「ベップ・アート・マンス」の最大の目的はアートの担い手としての市民参加を進めること
にあり、入場者という受け手の数の増加を過度に高評価することは控えたい。もちろん多くの来場者を迎え
ることは、実施者の大きな励みとなるものであり、こうした観点から入場者の増加を喜びたいと思う。ま
た、来場者数という量に加え、「ベップ・アート・マンス」の質の面においても、高い評価（「ベップ・
アート・マンス」に参加した感想として、「大変よい」＋「よい」との回答の構成比が、来場者アンケート
で94％、実施者アンケートで99％）が得られた。
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　一方、「混浴温泉世界」については、広域から観光客を誘致することで、別府の新たな魅力を全国発信す
ることが、市民参加や人材育成と並んで大きな目的である。ゆえに、入場者数という業績成果指標の持つ意
義は、「ベップ・アート・マンス」よりも重要と考えられる。「混浴温泉世界」の入場者数については、
2009年の入場者実績９万人に対して、2012年の目標を10万人に設定したが、実績は117,348人となり目標
を上回るものとなった。
　実際に来場した人数と同時に、別府が「観光地型・文化芸術創造都市」として全国に情報発信され、地域
ブランド力が向上するという定性的効果も重要である。こうした情報発信力を客観的・定量的に評価するう
えで、業績評価指標には掲げていないが、広報活動の展開によるメディアへの掲載件数とそれらの報道の広
告換算の結果を見てみたい。これによれば、2010年の61件、約1,200万円、2011年の91件、約7,700万円
に対して、今回は335件、約４億6,500万円と大きく増加した。例年の「ベップ・アート・マンス」に加え
て「混浴温泉世界」が同時開催となったことから、地元メディア（大分合同新聞、西日本新聞、今日新聞、
全国紙の地方面、大分ローカル局の地方版ニュースなど）はもちろん、全国メディア（NHK、日本経済新聞
などの全国版や、「ジパング倶楽部」「クロワッサン　プレミアム」「BRUTUS」などの全国誌）でも別府
の取り組みが報道された成果といえる。
　 但し、前回の「混浴温泉世界」のメディア露出広告換算は約28億7,000万円と今回を大きく上回ってい
た。もっとも、このうち約24億4,500万円はNHK(Ｅテレ)の「日曜美術館」での特集（45分×２回）による
ものである。事務局として、集客力を向上させるうえでも、こうした全国的な影響力を持つメディアに取り
上げてもらえるよう引き続き努めていく必要はある。とはいえ、2009年の実績が「日曜美術館」という単
発の幸運に恵まれた面は否定できず、これを毎回のハードルとするのは厳しい。そうした意味では、今回の
結果が「混浴温泉世界」による地域ブランド力向上効果の一つのメルクマールになるのではないかと考え
る。
　 「ベップ・アート・マンス」については、代表的な登録プログラムの一つである「ベップ･アート･アワー
ド 2012」の鑑賞者についても、目標値を設定している。当プログラムの会期は前回・今回とも１ヶ月弱と
変化がないことを踏まえつつ、「混浴温泉世界 2012」との同時開催による相乗効果も鑑みて、2011年実績
871名に対して、1,000名を目標としたが、今回の実績は1,643名と前回実績の1.9倍、目標の1.6倍となっ
た。作品自体の持つ力はもちろんであるが、従来の「ベップ・アート・マンス」入場者に加えて、「混浴温
泉世界」を目当てに来た観光客の一部が、当プログラムにも立ち寄ったことで相乗効果が生まれたものと推
測される。
　 以上では、入場者数を中心に、事前に設定したターゲットを達成できたか否かを検証した。しかしなが
ら、別府の地域課題の創造的解決への寄与という最終目的に照らせば、会期中の来場者数はあくまで短期的
目標に過ぎず、中長期的には、別府における創造的人材の育成・誘致や、会期中に止まらない別府全体の交
流人口の拡大こそが重要なインパクトといえる。こうした目標を短期的に評価することはたいへん難しい
が、参考指標として、「ベップ・アート・マンス」の来場者アンケートにおいて「来年はプログラム実施者
として参加したいか？」という質問に対して、23％の来場者が「はい」と答えたことを挙げておきたい。前
回の48％よりは低下したものの、来場者が約５倍に増えたことを踏まえれば、希望者の実数はむしろ増えて
いるとも受けとめられる。そもそも前回アンケートで「参加したい」と答えた人々の一部が今回参加したこ
とで、参加団体・個人数の倍増という結果をもたらしたのであり、それにも関わらず、潜在的なプログラム
実施者がまだ来場者の23％いるということは、別府の大きなポテンシャルといえる。
　こうした人々が将来、別府の文化芸術活動や市民活動に積極的に参画することで、最終目的である別府の
創造性向上につながっていくだろう。そして彼らの存在は、今後の「混浴温泉世界」「ベップ・アート・マ
ンス」を担う地域インフラともなる。彼らがプログラム実施者として参画することで「地域再生の視点」は
ふたたび「創造と学習の視点」へと回帰し、創造都市実現に向けた好循環が描かれることが期待される。
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３-３：評価委員会によるレビュー（分析・評価）とそれに基づく意見表明（是正勧告等）
　
　評価委員会は実行委員会スタッフがBSCならびに、上述したアセスメントを説明する形で開催された。会
議の中で評価委員会から出された意見を下記にまとめる。

・事務局運営について、連絡の不足や遅さを指摘する意見が一部のプログラム実施者から寄せられており、
改善策を講じる必要がある。特に受付業務代行・チケット販売協力への満足度もやや低下しているという事
実を踏まえた、改めて質の高い対応を行うために必要なことを考え、例えば業務の絞り込みなども検討して
もいいのではないか。
・特に平日のボランティア確保に苦労したことを踏まえて、次回開催に向けてボランティア団体とのパート
ナーシップ構築など、具体的な改善を図る必要がある。
・BPの利用者は実数としては増えてきているものの、新たな取扱者が増えたことから認知の度合が低下して
いるのではないだろうか。次回はBPのPRを見直し、その利便性を伝えられるかを考えなくてはならない。
また、BPのシステム自体（例えばBPの回収システムや、換金率など）が規模の拡大に適応していないので
はないか。そうであればこのあたりはシステムを再構築し、改善が求められる。
・「ベップ・アート・マンス」のポスターとパンフレットの納品は前回に比べて前倒しできたものの、「混
浴温泉世界」のアートプロジェクト会場確定が直前までずれ込んだため、来場者が予定をたてづらかった。
観光地での開催ということであれば、航空券が安く手に入る２ヶ月前などを目安に広報物を作成していく必
要がある。
・来場者アンケートの回収枚数が少なかった。その理由として、アンケート用紙の配布や準備の遅れと、実
施者へのアンケート実施の周知の不足が挙げられる。300枚程度ののサンプルがあれば相当程度の分析は可
能であるが、来場者アンケートは「ベップ・アート・マンス」の今後のあり方を考えるうえで貴重なデータ
であり、その精度を上げていくことは重要である。このため次回は、各プログラムの実施者に来場者アン
ケートの配布・回収を促し、かつ具体的に回収できるためのスキームをつくることが望まれる。
・会期直前にウェブサイトやfacebookなどのメディア更新が遅れがちな時期があった。現場対応に時間を使
われるのはわかるが、見てくださるお客様がいて初めてプロジェクトが成立するということを考えると優先
順位を高めて、作業の割り振りをしなければならない。
・「混浴温泉世界」と「ベップ・アート・マンス」のサイトの相互関係をもう少し強化してもよかった。ま
た、制作した冊子に掲載した他地域の取組とも広報協力の点でもっと具体的な活動がしかけられたと思うの
で、そのあたりを今後も継続して考えて、具体的な取組に落としこんでほしい。
・大分県立美術館の完成も迫ってきていることを考えると、広域的に様々な取組をつなぎ相乗効果を生み出
していくことは重要である。そのためにも、丁寧な取組で着実に足場を固められるように、運営体制の構築
やパートナーシップの構築に力を入れていってほしい。

３-４：事業統括
　
　平成23年度より継続して行った本事業は、「観光地型・文化芸術創造都市」をキーワードに発展させ、別
府市における創造都市の活動と共に他地域の文化芸術の情報も含めて県外に発信していくなど、新たな取組
を行った。また、本事業の一環で広瀬大分県知事や大分県内の経済関係者とともに欧州の創造都市への視察
を行い、各地域の行政関係者などからのヒアリングや交流が図れたことは大きな意味を持つ。これらの取組
の成果もあり、間もなく建設が始まる大分県立美術館の考え方の中にも創造都市についての言及がなされる
など(大分県芸術文化ゾーン創造委員会による検討結果報告書・最終答申に記載。それを大分県が受けて美
術館の位置づけが定まった)、大分県の政策として文化芸術創造都市の考え方が取り入れられつつある。
　今後、別府市や大分県立美術館がハブとなり、県内他地域の文化芸術活動の育成支援や連携を深めること
で、広域的ネットワークによる文化創造都市の新たなクラスターモデルを構築し、全国、そして世界に向け
大きく発信していきたい。
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